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（写真：手樽区にある古浦農村公園の菜の花）



1広報まつしま

　

４
月
９
日
に
町
内
３
つ
の
幼
稚
園
で
入

園
式
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
町
内
３
つ
の
小

学
校
と
中
学
校
で
も
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

影
響
で
先
月
行
わ
れ
た
卒
園
式
・
卒
業
式

と
同
じ
く
厳
戒
態
勢
の
中
で
の
入
園
式
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
学
校
生
活
に
心
躍
ら
せ
て
い
る
様
子
で

し
た
。

町
内
各
所
で
入
園
・
入
学
式

▲松島第二幼稚園の様子▲松島第一幼稚園の様子

▲松島第一小学校の様子▲松島第五幼稚園の様子

▲松島第五小学校の様子▲松島第二小学校の様子

▲松島中学校の様子

2 広報まつしま

ま
ち
の
話
題
ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

▼表彰される松島町婦人防火クラブ連合会渡邉久子会長
火
災
に
よ
る
死
者
発
生
ゼ
ロ

４
５
０
０
日
達
成

　

１
月
16
日
で
町
内
で
の
火
災
に

よ
る
死
者
発
生
ゼ
ロ
の
記
録
が
４

５
０
０
日
と
な
り
、
３
月
24
日
に

松
島
消
防
署
長
か
ら
松
島
町
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
対
し
、
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
１
日
時
点
で
３
年

以
上
火
災
が
発
生
し
て
い
な
い
次

の
地
区
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
郷
地
区
（
８
年
）、
上
竹
谷

地
区
（
７
年
）、
第
六
分
団
地
区

【
北
小
泉
地
区
、
下
竹
谷
地
区
】・

幡
谷
地
区
（
５
年
）、
桜
渡
戸
地

区
（
４
年
）、
根
廻
地
区
（
３
年
）

▼代表して第二小学校校長（中央）が受け取りました
松
島
第
二
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

松
島
第
二
小
学
校
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
消
防
庁
長
官
賞
に
選

ば
れ
、
３
月
27
日
に
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

消
防
庁
長
官
表
彰
は
、
火
災

予
防
の
普
及
啓
発
等
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
資
す
る
活
発
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

全
国
で
４
，４
４
２
ク
ラ
ブ

が
あ
る
中
で
40
ク
ラ
ブ
の
み
表

彰
さ
れ
る
も
の
で
、
県
内
で
は

２
校
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

▼交通死亡事故ゼロ３,０００日を目指します
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
達
成

　

本
町
で
は
令
和
２
年
４
月
11

日
で
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２

５
０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
に
、
宮
城
県
警
察

本
部
長
か
ら
櫻
井
町
長
へ
褒
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
は
県
内
の
自
治
体

で
は
七
ケ
浜
町
に
次
い
で
２
番

目
に
長
い
記
録
で
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
記
録
を
継
続

で
き
る
よ
う
に
町
ぐ
る
み
で
交

通
安
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼認知症地域支援推進員の内海裕さん
松
島
町
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

内
海
裕
さ
ん
に
委
嘱
し
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
松
島
町

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
桜
の
家
の
統
括

施
設
長
で
あ
る
内
海
裕
さ
ん
に

再
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
令

和
２
年
４
月
か
ら
２
年
間
で
す
。

　

内
海
さ
ん
に
は
平
成
28
年
６

月
か
ら
推
進
員
と
し
て
活
動
い

た
だ
い
て
お
り
、
主
に
認
知
症
予

防
法
等
の
普
及
啓
発
や
相
談
業
務

等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
月
、
認
知
症
相
談
を
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
日
は
、
無

料
相
談
の
ペ
ー
ジ
（
27
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ボランティアによる体操動画です。ぜひご覧ください。
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の

動
画
を
公
開
中
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
在
宅
で
過

ご
す
時
間
が
増
え
た
高
齢
者
に

向
け
て
、
自
宅
で
も
で
き
る

「
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
」
と
、「
ス

ト
レ
ッ
チ
＆
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
」

の
動
画
を
作
成
し
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

体
操
は
、
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

動
画
を
見
な
が
ら
１
日
１
回
、

ぜ
ひ
一
緒
に
体

を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。

▼新型コロナウイルス感染症の影響について意見交換が行われました
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

３
月
31
日
に
石
田
沢
防
災
セ

ン
タ
ー
で
、
町
内
事
業
者
の
方

を
対
象
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
」

と
「
従
業
員
な
ど
雇
用
者
へ
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
」
を
議
題

に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
の
キ

ャ
ン
セ
ル
状
況
や
経
営
に
対
す

る
影
響
な
ど
事
業
者
の
方
と
の

情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
内
一
丸
と
な
っ

た
対
策
や
終
息
後
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

▲HP用
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令和元年５月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでと う

町の人口
町の人口　　（）は前月比
4月１日現在　住民基本台帳

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，７０３ 人  
７，１１７ 人  
１３，８２０ 人  
５，６３７世帯

（－２３ 人  ）
（－１５ 人  ）
（－３８ 人  ）
（＋  ５世帯）

広報まつしまへの感想・ご意見をお寄せください

　日頃から広報まつしまをお読みいただき、ありがとう
ございます。
　広報まつしまへの率直な感想やご意見をお寄せいた
だける方は、以下のメールアドレスまでご連絡ください。
【メールアドレス】
matsushima_pr@town.matsushima.miyagi.jp

す すくく

1歳
え
ん  

ど
う　

     

か
ず  

は

遠
藤　

一
葉
ち
ゃ
ん

令
和
元
年
５
月
10
日
生
ま
れ　

長
女（
幡
谷
）

毎
日
に
こ
に
こ
ぱ
く
ぱ
く
元
気
で
す
よ
。

田
多
野　

湊
人
く
ん

令
和
元
年
５
月
10
日
生
ま
れ　

次
男（
幡
谷
）

笑
顔
は
じ
け
る
♪

わ
が
家
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
★

た     
だ      

の　

         

み
な   

と

阿
部　

璃
旺
ち
ゃ
ん

令
和
元
年
５
月
16
日
生
ま
れ　

長
女（
松
島
）

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
♥

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
女
の
子
で
す

あ     

べ　

           

り     

お

さ
か   

べ　

         

か
い  

せ
い

坂
部　

快
成
く
ん

令
和
元
年
５
月
19
日
生
ま
れ　

長
男（
本
郷
）

我
が
家
の
癒
し
担
当
★

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
！

尾
形　

悠
陽
く
ん

令
和
元
年
５
月
24
日
生
ま
れ　

長
男（
磯
崎
）

お
ね
ぇ
ち
ゃ
ん
大
ス
キ
♥

マ
イ
ペ
ー
ス
癒
や
し
b
o
y
♥

お    

が
た　

       

ゆ
う   

ひ

田
村　

陽
翔
く
ん

令
和
元
年
５
月
25
日
生
ま
れ　

次
男（
高
城
）

兄
と
猫
と
犬
に

囲
ま
れ
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ま
す

た    

む
ら　

       

ひ
な   

と

▲メール用QRコード

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送りしています。
ぜひご応募ください。
● 問合先　企画調整課　☎３５４-５７０２

　

今
年
度
、
町
で
は
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
の
一
環
と
し
て
、
本
町
の
政

策
や
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
方
を
は
じ
め
、
町
内
で
活

動
し
て
い
る
各
種
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
行
政
地
区
な
ど
、
幅
広
い
世
代
や
多
く
の
方
々

と
町
が
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
今
後
の
施
策
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
「
松
島
町
の
未

来
に
つ
い
て
気
軽
に
語
り
合
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
意
見
交
換
会
）
」
を
行
い
ま
す
。

　

ご
自
身
が
参
加
し
て
い
る
団
体
等
の
活
動
内
容
や
魅
力
な
ど
を
伝
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
町
に
対
す
る
「
夢
」
や
「
想
い
」
、
「
新
し
い
発
想
」

な
ど
に
つ
い
て
、
町
長
と
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
議
論
い
た
だ
く
内
容
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
者

　

 

町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
行
政
地
区
な
ど

　

（
１
回
あ
た
り
15
名
以
内
）

 　

※
個
人
で
の
参
加
、
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る

 　
　

団
体
、
暴
力
団
、
宗
教
又
は
営
利
を
目
的
と

 　
　

す
る
団
体
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

● 

町
出
席
者

　

 

○ 

町
長
（
テ
ー
マ
に
よ
り
副
町
長
・
教
育
長
）

　

 

○ 

関
係
課
長
等

● 

テ
ー
マ

　

 

① 

フ
リ
ー
テ
ー
マ
（
参
加
希
望
団
体
か
ら
事
前
提
出
の
上
、
決
定
）

　

 

② 

長
期
総
合
計
画
の
施
策
分
野
別
に
選
択
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ

　

 

※
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
政
に
関
す
る
苦
情
・
要
望

　

 　

等
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

● 

開
催
日
程

　

 

申
込
状
況
に
応
じ
て
随
時
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

 

感
染
症
の
状
況
等
に
よ
り
、
開
催
時
期
の
延
期
や
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

開
催
場
所

　

 

原
則
公
共
施
設
で
の
開
催
と
し
、
申
込
書
提
出
後
に
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

申
込
方
法

　

 

開
催
希
望
日
の
１
ヶ
月
前
ま
で
に
「
議
論
し
た
い
テ
ー
マ
・
意
見
な
ど
」
を
記
載

　

 

し
た
申
込
書
と
参
加
者
名
簿
を
左
記
申
込
み
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

※
申
込
書
は
、
左
記
問
合
せ
窓
口
で
配
付
の
ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

 　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

そ
の
他

　

 

議
論
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
、
翌
月
以
降
の
広
報
ま
つ
し
ま
や
町
公
式
ホ
ー

　

 

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

松
島
の
未
来
に
つ
い
て
一
緒
に
語
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
〜

▲ディスカッションイメージ
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「集い、学び、働き、
笑顔あふれる美しいまち　松島」
　３月に開催された松島町議会定例会で、一般会計予算案他８つの各種特別
会計予算案が承認されました。本年度の施政方針と予算の概要について紹介
します。

松
島
町
令
和
２
年
度
施
政
方
針
と

　
　
　
　

一
般
会
計
予
算
の
概
要

【
土
地
利
用
】

　

品
井
沼
地
区
地
区
整
備
計
画
に
続

く
新
た
な
地
区
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

調
査
や
検
討
、
同
意
権
者
で
あ
る
宮

城
県
と
の
協
議
な
ど
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

【
河
川
・
港
湾
】

　

高
城
川
の
河
川
改
修
の
早
期
完
成

に
向
け
て
、
引
き
続
き
宮
城
県
と
調

整
を
図
る
と
と
も
に
、
田
中
川
・
新

川
の
改
修
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

【
住
宅
】

　

愛
宕
町
営
住
宅
の
空
き
家
４
棟
に

つ
い
て
、
解
体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
住
宅
に
つ
い
て
、
耐

震
化
整
備
と
し
て
、
普
及
、
啓
発
を

図
り
な
が
ら
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震

改
修
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

【
上
水
道
】

　

二
子
屋
浄
水
場
施
設
建
設
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
配

水
管
の
布
設
替
な
ど
の
更
新
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
水
の
水
質
検
査
や
放

射
性
物
質
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
安

心
な
水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

【
下
水
道
】

　

汚
水
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
く
改
築
工
事
を
引
き
続
き
実
施

し
、
老
朽
化
し
た
施
設
機
器
の
更
新

を
行
う
と
と
も
に
、
下
水
道
未
普
及

地
区
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
汚
水

管
渠
築
造
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

雨
水
排
水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
西
柳
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
新
設
工

事
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

既
存
施
設
の
保
守
保
全
に
努
め
ま
す
。

【
道
路
】

　

町
道
の
整
備
推
進
に
つ
い
て
、
各

避
難
道
路
整
備
の
完
成
に
努
め
る
と

と
も
に
、
松
島
大
橋
災
害
復
旧
工
事

の
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
道
の
整
備
推
進
に
つ
い

て
、
初
原
バ
イ
パ
ス
の
国
道
45
号
根

廻
交
差
点
ま
で
の
延
伸
実
現
と
県
道

仙
台
松
島
線
の
桜
渡
戸
・
初
原
地
区

に
お
け
る
拡
幅
や
歩
道
整
備
等
に
つ

い
て
引
き
続
き
宮
城
県
へ
要
望
す
る

と
と
も
に
、
松
島
橋
災
害
復
旧
工
事

の
完
成
に
向
け
て
調
整
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
道
の
整
備
推
進
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
国
道

45
号
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
、
松
島

駅
前
ま
で
の
整
備
を
含
め
、
早
期
完

成
に
向
け
た
調
整
を
図
り
ま
す
。

【
公
共
交
通
】

　

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
町
営
バ
ス

運
行
の
構
築
を
図
る
た
め
、
路
線
及

び
ダ
イ
ヤ
並
び
に
運
営
手
法
も
含
め

た
見
直
し
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
海
岸
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
末
の
新
駅
舎
完
成
に
向
け
、
引

き
続
き
国
や
宮
城
県
と
と
も
に
事
業

費
の
補
助
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
情
報
・
通
信
】

　

町
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る

た
め
、 

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

等
を
引
き
続
き
活
用

し
て
い
く
と
と
も
に
、
広
報
紙
に
つ

い
て
も
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

●主な事業

避難道路整備事業　　　　　 ５００,２５８千円

根廻磯崎線道路整備事業　　 ３００,０００千円

松島大橋災害復旧事業　　１,１７０,１５１千円

松島海岸駅整備事業費補助金　 １９７,０００千円

心
地
よ
く
元
気
な

       

暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
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●主な事業

松くい虫防除事業　　　　　　　　　　３１,２６５千円

消防関係車両・備品整備事業　　　　　１３,５９８千円

防災行政無線戸別受信機整備事業　　　　６,９５２千円

交通安全施設整備工事　　　　　　　　　２,０００千円

【
自
然
環
境
保
全
】

　

自
然
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
松

く
い
虫
防
除
事
業
に
よ
る
薬
剤
の
空

中
散
布
や
樹
幹
注
入
、
松
く
い
虫
被

害
木
や
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
の
伐
倒
に

よ
る
森
林
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、

抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
の
植
樹
事
業
に
よ

る
松
林
の
回
復
を
継
続
し
ま
す
。

　

環
境
美
化
推
進
員
に
よ
る
定
期
的

な
巡
回
に
よ
り
不
法
投
棄
の
早
期
発

見
や
投
棄
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

松
島
町
公
衆
衛
生
組
合
と
連
携
し
、

家
庭
ご
み
の
分
別
徹
底
と
ご
み
の
発

生
抑
制
を
推
進
し
ま
す
。

【
交
通
安
全
】

　

令
和
元
年
６
月
８
日
に
達
成
し
た

「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
６
年
間
達
成
」

の
記
録
を
継
続
で
き
る
よ
う
関
係
機

関
と
協
力
し
、
交
通
安
全
啓
発
活
動

を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
危
険
箇
所
へ
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
等
の
設
置
や
老
朽
化
し
た
設
備

の
更
新
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
す
。

【
消
防
・
防
災
】

　

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
つ
い
て
、

そ
の
理
念
や
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

国
・
県
と
一
体
と
な
っ
て
「
強
さ
」

と
「
し
な
や
か
さ
」
を
兼
ね
備
え
た

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
町
の
地
域
防
災
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま

す
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
を
総
合
防
災
訓

練
形
式
で
実
施
し
、
多
く
の
住
民
が

参
加
で
き
る
体
験
型
訓
練
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
と
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
防
団
の
装
備
基
準
に

基
づ
く
装
備
品
の
整
備
や
老
朽
化
し

た
消
防
資
機
材
の
更
新
を
行
い
、
地

域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
迅
速
な
消

防
活
動
が
で
き
る
よ
う
消
防
力
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
施
設
等
に
つ
い
て
、

施
設
の
有
効
利
用
や
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
難
聴
区
域
へ
の
戸
別

受
信
機
の
無
償
貸
与
を
行
う
な
ど
、

災
害
時
の
情
報
伝
達
機
能
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

【
防
犯
】

　

各
地
域
の
防
犯
指
導
隊
へ
の
活
動

支
援
を
継
続
し
連
携･

情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
地
域
事
情
に
合
わ
せ
た

活
動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
警
察

等
の
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

地
域
防
犯
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

心
も
体
も
す
こ
や
か
に
      　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

【
保
健
・
医
療
】

　

疾
病
予
防･

重
症
化
予
防･

介
護
予

防
の
一
体
的
な
取
組
を
推
進
す
る
た

め
、健
診
や
医
療
、介
護
の
各
種
デ
ー

タ
等
を
活
用
し
て
健
康
課
題
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
地
域
サ
ロ
ン
等
の

通
い
の
場
に
お
い
て
、
フ
レ
イ
ル
予

防
や
糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
た
め
の

保
健
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

医
療･

福
祉
等
の
関
係
機
関
と
協

働
し
て
健
康
相
談
や
産
後
ケ
ア
事
業

を
実
施
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
包
括
的
に
支
援
す
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
を
希
望
す
る
夫
婦
の

経
済
的
及
び
精
神
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業

の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
・
介
護
予
防
】

　

ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
等
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
事
業
や
宅
配
夕
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
等
を
継
続
し
て
実
施
し
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施

設
管
理
計
画
を
作
成
し
、
長
期
的
か

つ
適
正
な
管
理
運
営
を
実
施
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
教
室
等
へ
新
た
に
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
を
派
遣
す

る
な
ど
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
活
動
支
援
事
業
を
実
施
し
、
高
齢

者
の
介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
見
込
量
及
び
保
険
給
付
費
並
び

に
介
護
保
険
料
の
水
準
を
推
計
し
、

持
続
可
能
な
介
護
保
険
事
業
の
運
営

を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

総
合
事
業
の
対
象
者
及
び
要
支
援

認
定
者
に
対
し
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
策
定
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

【
児
童
福
祉
】

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
す

る
方
向
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
幼
稚

園
・
保
育
所
の
再
編
に
つ
い
て
、
建

設
場
所
の
候
補
地
を
松
島
運
動
公
園

周
辺
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
松
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
費
用
負
担
や

事
務
分
担
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

早
期
の
着
工
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
５
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
松
島
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
第

二
期 

）」
を
策
定
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
と
、
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に

人
・
ま
ち
・
自
然
、

　
　

ふ
れ
あ
い
安
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り
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成
長
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
、
効
果
的
な
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

【
障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉
】

　

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
上
に
お

け
る
相
談
支
援
機
能
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法
で
は

障
害
種
別
に
関
わ
ら
な
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
一
元
的
な
提
供
が
図
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
障
害
者
医
療
費
の

助
成
制
度
の
対
象
に
つ
い
て
も
精
神

障
害
者
を
新
た
に
加
え
ま
す
。

【
社
会
保
障
】

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
高
齢

化
や
医
療
の
高
度
化
等
を
背
景
に
、

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
国
保
運
営
の
更
な

る
安
定
化
を
め
ざ
し
、
財
政
運
営
の

責
任
主
体
で
あ
る
宮
城
県
と
、
よ
り

一
層
の
協
力
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

資
格
の
管
理
や
保
険
給
付
等
、
地
域

に
お
け
る
き
め
細
か
い
事
業
を
適
切

に
実
施
し
ま
す
。

　

本
町
の
75
歳
以
上
の
割
合
が
年
々

増
加
し
、
高
齢
化
、
長
寿
化
が
進
ん

で
お
り
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

各
種
申
請
・
届
出
の
受
付
、
保
険
料

の
徴
収
等
、
高
齢
者
の
身
近
な
窓
口

と
し
て
、
適
正
に
努
め
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　

松
島
町
教
育
大
綱
及
び
松
島
町
教

育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
誇

り
と
絆
を
育
み
し
な
や
か
に
生
き
る

松
島
人
」
を
め
ざ
す
姿
と
し
、
地
域

性
な
ど
各
校
の
実
態
を
踏
ま
え
、
特

色
を
生
か
し
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
と
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま

が
一
緒
に
協
働
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
る
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を

推
進
し
ま
す
。

　

外
国
語
指
導
助
手
２
名
の
学
校
派

遣
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
・

幼
稚
園
の
幼
児
を
対
象
に
英
語
に
親

し
む
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
連
携
英
語
教
育
推
進

事
業
に
お
い
て
は
、
小
中
学
校
が
連

携
し
た
児
童
生
徒
の
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
松
島
こ
ど
も
英
語
ガ
イ

ド
事
業
に
よ
り
、
松
島
の
魅
力
を
外

国
人
観
光
客
に
伝
え
ら
れ
る
土
壌
を

醸
成
し
ま
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
町

内
統
一
学
力
テ
ス
ト
を
生
か
し
た
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
家
庭
学
習
の

習
慣
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、「
ま
つ
し
ま
子
ど
も
の
心

の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
事
業
に
よ
り
、
不

登
校
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
へ
の
支

援
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
」
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
松
島
中
学
校
に
お
い
て
、

プ
ー
ル
解
体
事
業
と
校
舎
水
道
管
改

修
事
業
を
実
施
し
、
安
全
な
学
習
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
二
小
学
校
及
び
第
五

小
学
校
の
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
り
ま
す
。

　

ア
プ
ロ
ー
チ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

基
づ
い
て
、
小
学
校
入
学
に
向
け
た

松
島
ら
し
い
幼
児
教
育
を
推
進
し
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
献

立
を
提
供
す
る
た
め
の
賄
材
料
費
を

確
保
す
る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
か

ら
学
校
給
食
費
の
改
定
を
行
い
な
が

ら
、
今
後
も
地
産
地
消
の
推
進
や
質

の
高
い
食
材
の
調
達
、
児
童
生
徒
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
給
食
提
供
と
食

育
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　

家
庭
・
地
域
・
学
校
の
協
働
に
よ

る
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
種
教
室
・
講

座
等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
松
島
の

自
然
・
歴
史
・
文
化
等
の
魅
力
を
再

発
見
し
、
地
域
に
対
す
る
郷
土
愛
の

醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、
学
び

支
援
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
実
践
で
得
た
成
果
・
課
題
を

整
理
し
改
善
を
図
り
、
地
域
住
民
の

参
画
を
得
な
が
ら
、
児
童
の
安
全
・

安
心
な
居
場
所
づ
く
り
を
継
続
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
地
域
活
動
等
へ
の
参
加
や
関
係

機
関
と
連
携
し
た
講
演
会
の
開
催
、

秋
田
県
に
か
ほ
市
と
の
中
学
生
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
等
を
通
し
て
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
推
進
・
啓
発
し
ま

す
。

　

指
定
管
理
者
と
連
携
し
な
が
ら
特

色
あ
る
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
交
流
す
る
場
と
し
て
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
施
設
運
営
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
分
館
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催
、
各
分
館
の
特
色
あ
る
自
主
事
業

の
実
施
、
分
館
長
移
動
研
修
の
開
催

な
ど
、
各
分
館
の
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
社
会

教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

●主な事業

特定不妊治療助成事業　　　　　　　　　　　　　　　  １,０５０千円

健康診査　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　３７,５１０千円

高齢者福祉助成事業（紙おむつ助成・タクシー助成）　　２,６９３千円

介護予防・生活支援サービス事業　　　　　　　　　  ２９,２８１千円

自
然
と
歴
史
に
学
び
、

豊
か
さ
を
育
み
広
げ
る
ま
ち
づ
く
り
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【
国
際
観
光
】

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、

国
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
方
が

安
心
し
て
松
島
町
に
滞
在
し
、
観
光

を
楽
し
め
る
よ
う
受
入
体
制
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
に
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
る
東
北
６
県
に
よ
る

「
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
向
け
て
、
町
内
事
業

者
や
周
辺
自
治
体
、
宮
城
県
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
広
く
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」

に
お
い
て
、
長
崎
県
九
十
九
島
湾
で

開
催
さ
れ
る
行
事
に
出
席
し
、
松
島

湾
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に

「
松
島
湾
ア
マ
モ
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
活
動
や
、
松
島
湾
清
掃
ツ
ア
ー

を
継
続
し
、
美
し
い
松
島
湾
を
次
世

代
へ
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

　

松
島
湾
の
環
境
保
全
活
動
や
東
日

本
大
震
災
の
伝
承
を
テ
ー
マ
と
し
た

Ｐ
Ｒ
動
画
を
外
国
語
で
作
成
し
、
国

際
会
議
等
で
活
用
す
る
と
と
も
に
、 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
広
く
発
信
し
ま

す
。

　

ま
た
、
町
内
の
観
光
施
設
や
松
島

高
等
学
校
観
光
科
、
伊
達
な
広
域
観

光
推
進
協
議
会
、
せ
ん
だ
い
・
宮
城

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
と
連
携

の
上
、
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行

い
、
観
光
客
誘
致
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
ま
す
。

【
交
流
事
業
】

　

地
域
間
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

観
光
交
流
協
定
を
結
ぶ
岡
山
県
倉
敷

市
及
び
塩
竈
市
と
の
合
同
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
引
き
続
き
実
施
し
、
利
府

松
島
商
工
会
と
連
携
の
上
、
松
島
の

食
を
堪
能
で
き
る
「
松
島
ブ
ラ
ン
ド

認
定
品
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
う

ほ
か
、
岩
手
県
平
泉
町
や
岐
阜
県
大

垣
市
で
開
催
す
る
行
事
に
お
い
て
、

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
松

島
町
を
通
過
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
げ
ま
す
。

【
文
化
財
保
護
】

　

特
別
名
勝
松
島
保
存
管
理
計
画
に

基
づ
く
適
正
な
管
理
徹
底
に
努
め
る

と
と
も
に
、「
松
島
湾
三
町
文
化
財

展
」
や
「
松
島
れ
き
し
再
発
見
講
座

」
等
に
よ
る
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

松
島
湾
の
恵
み
を
宣
伝
し
、
町
の
観

光
と
食
の
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
三
景
観
光
連
絡
協
議

会
の
天
橋
立
及
び
宮
島
と
引
き
続
き

連
携
を
図
り
、
日
本
三
景
の
日
に
合

わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
か
き
祭
り
で
の

Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
し
、
相
互
間
の
観

光
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

　

景
観
条
例
及
び
景
観
計
画
に
基
づ

き
、
適
切
な
誘
導
を
行
う
と
と
も
に
、

景
観
重
点
地
区
内
に
お
け
る
景
観
整

備
事
業
補
助
金
制
度
を
継
続
し
、
景

観
形
成
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
景
観

重
点
地
区
内
へ
の
設
置
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
他
自
治
体
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
規
制
区
域
の
設

定
等
の
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

【
文
化
遺
産
】

　

日
本
遺
産
「
政
宗
が
育
ん
だ  

伊

達
”
な
文
化
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
「
松
島
ま

る
ご
と
学
」
を
通
じ
て
、
更
な
る
魅

【
起
業
・
創
業
】

　

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

新
規
創
業
者
へ
の
支
援
事
業
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
利
府
松
島
商
工
会
、

金
融
機
関
等
と
連
携
し
て
創
業
者
を

支
援
し
ま
す
。

【
観
光
業
】

　

仙
台
市
や
松
島
湾
エ
リ
ア
な
ど
広

域
に
わ
た
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
で
あ
る
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
等

と
協
力
し
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

●主な事業

外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業　　　　　　　　　　　７,５６０千円

子どもの心のケアハウス運営支援事業　　　　　　　　　　３,７２５千円

中学校プール解体事業　　　　　　　　　　　　　　　　２３,１１４千円

中学校校舎水道管改修事業　　　　　　　　　　　　　　４４,８１４千円

　

●主な事業

東北デスティネーションキャンペーンプロモーション事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１,２００千円

プロモーション動画作成業務（日本語・英語・フランス語）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２,０００千円

景観重点地区景観整備事業補助金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１,３９５千円

お
も
て
な
し
の
心
を
育
み
、

　
　
　
　
　

愛
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
地
域
で
仕
事
・
暮
ら
し
が
つ
む
ぎ
合
う

　
　
　
　

 

心
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り

力
の
発
信
と
認
知
度
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

“
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Ｒ
活
動
に
引
き
続
き
努
め
る
と
と
も

に
、「
次
世
代
放
射
光
施
設
」
を
利

用
す
る
企
業
や
研
究
機
関
に
つ
い
て
、

誘
致
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

【
定
住
促
進
】

　

首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
定
住
フ
ェ

ア
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
復
興
支
援
定
住
促

進
事
業
補
助
金
等
を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
に
締
結
し
た
「
包

括
連
携
協
定
」
を
活
用
し
、
各
種
補

助
金
制
度
や
空
き
家
バ
ン
ク
情
報
、

土
地
利
用
情
報
な
ど
、
本
町
の
定
住

施
策
に
結
び
つ
く
情
報
に
つ
い
て
幅

広
く
発
信
し
、
県
外
の
み
な
ら
ず
県

内
か
ら
の
移
住
・
定
住
も
視
野
に
入

れ
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
行
財
政
】

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
く
施
設
の
統
廃
合
の
検
討
を
進
め
、

維
持
更
新
費
用
の
縮
減
・
平
準
化
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ

い
て
は
、
制
度
変
更
に
対
応
し
た
事

業
の
推
進
・
返
礼
品
の
開
発
を
行
い
、

財
源
確
保
と
と
も
に
本
町
の
魅
力
を

発
信
し
ま
す
。

【
広
域
行
政
】

　

近
年
多
発
す
る
広
範
囲
で
の
自
然

災
害
の
発
災
を
踏
ま
え
、
防
災
及
び

減
災
へ
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、

他
自
治
体
と
の
連
携
を
更
に
強
化
す

る
と
と
も
に
、
仙
台
都
市
圏
広
域
行

政
推
進
協
議
会
や
宮
城
県
町
村
会
等

を
通
じ
て
、
国
や
宮
城
県
に
対
し
て

要
望
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

令和 2年度当初予算内訳

■ 一般会計　　　　　　　　8,688,000千円

■ 国民健康保険特別会計　　1,855,713千円

■ 後期高齢者医療特別会計　　211,030千円

■ 介護保険特別会計　　　　1,997,012千円

■ 介護サービス事業特別会計　 　9,054千円

■ 観瀾亭等特別会計　　　　　  94,046千円

■ 松島区外区有財産特別会計　　 1,905千円

■ 下水道事業特別会計　　　1,825,337千円

■ 水道事業会計　　　　　　1,477,597千円

■ 合計（水道事業会計除く）14,682,097千円

　

観
瀾
亭
に
お
い
て
は
、
夜
の
松
島

を
生
か
し
た
取
組
と
し
て
、
引
き
続

き
松
島
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
の

夜
間
営
業
や
、
中
秋
の
名
月
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ほ
か
、
福

浦
橋
で
は
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
が
松
島

に
長
く
滞
在
し
、
多
く
の
方
が
町
内

に
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
産
品
を
観
光
客
の
方

に
提
供
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
構

築
と
第
一
次
産
業
の
振
興
を
目
指
す

た
め
、
松
島
商
談
会
を
「
賞
味
会
」

と
合
わ
せ
て
開
催
し
、
産
業
の
総
合

的
な
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
農
林
業
】

　

県
営
土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
、
宮
城
県
で
引
き
続
き
進
め
る
、

幹
線
用
水
路
整
備
及
び
不
来
内
排
水

機
場
の
機
器
更
新
の
早
期
完
成
に
向

け
て
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
調
整
を
図
る

と
と
も
に
、
経
営
基
盤
強
化
支
援
と

し
て
、
農
業
中
心
経
営
体
等
へ
の
農

地
集
積
を
推
進
し
、
農
業
経
営
の
安

定
化
と
担
い
手
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
城
県
に
よ
る
手
樽
・
磯

崎
地
区
の
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、

補
完
工
事
及
び
換
地
業
務
の
令
和
２

年
度
完
了
に
伴
う
農
地
の
利
用
集
積

と
経
営
体
の
育
成
・
支
援
に
努
め
ま

す
。

　
「
ま
つ
の
市
」
や
「
産
業
ま
つ
り
」

に
加
え
、「
賞
味
会
」
を
開
催
し
、
地

場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

【
水
産
業
】

　

宮
城
県
に
よ
る
磯
崎
漁
港
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
、
早
期
完
成
に
向
け

た
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
宮
城
県
で
開
催
予
定
で

あ
る
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

」
に
お
い
て
、
松
島
産
カ
キ
等
の
水

産
物
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
カ
キ
の
安
定
出
荷
と
安
全
性
確

保
の
た
め
衛
生
検
査
体
制
の
維
持
に

対
す
る
支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
サ
リ
の
稚
貝
散
布
と
天

敵
貝
の
駆
除
作
業
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
】

　

関
係
団
体
と
協
力
し
、
松
島
の
特

色
を
生
か
し
た
商
工
振
興
を
図
る
と

と
も
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
と
円
滑
な
資
金
調
達
の

た
め
、
振
興
資
金
融
資
の
斡
旋
や
雇

用
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

巧
妙
化
す
る
特
殊
詐
欺
な
ど
に
よ

る
被
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、

消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
し
、
消
費

者
問
題
に
関
す
る
啓
発
活
動
や
出
前

講
座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　

企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
宮
城
県
内
で
の
事
業
展
開

を
検
討
し
て
い
る
企
業
に
向
け
た
Ｐ

●主な事業

定住促進事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　９３,２５７千円

長期総合計画後期基本計画策定業務

　　　　　　　　　　　　　　　　　１０,１２０千円

企業立地・誘致事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７３８千円
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100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

松島町一般会計総額 86億8800万円 

※構成比の数値は、四捨五入しているため、計の数値と合わない場合があります。 

歳  出 歳  入 （単位：千円） （単位：千円） 

依存財源
 国や県の意思により定められた額を交付
されたり、割り当てられたりする収入をい
います。
　地方交付税、国・県支出金などがこれに
あたります。

自主財源
 歳入のうち、自主的に収入できるものを
いいます。
　町税、分担金および負担金、使用料およ
び手数料などがこれにあたります。

義務的経費
 人件費や扶助費などの支出が
義務づけられ、任意に削減でき
ない経費をいいます。

一般行政経費 投資的経費
 支出の効果が資本形成に向けられ、施設
などがストックとして将来に残るものに支
出される経費をいいます。

 義務的経費や投資的経費など
を除いた経常的に支出される経
費をいいます。

補助費等
930,810（10.7%） 

繰出金 
1,653,022（19.0%） 

物件費
1,247,653（14.4%） 

町債 244,900（2.8%） 

その他（自主財源） 
1,695,401（19.5%） 

分担金及び負担金、 
使用料・手数料・諸収入 
290,165（3.3%）  

その他 
154,430（1.8%） 

普通建設事業費
1,141,277（13.1%） 

扶助費
532,927（6.1%） 

人件費

公債費
514,395（5.9%） 

その他（依存財源） 
 449,500（5.2%） 

目的別経費 

災害復旧費 
1,199,509（13.8%） 

教育費
625,461（7.2%） 

土木費 
2,229,818（25.7%） 

総務費
1,154,039（13.3%） 

民生費
1,741,415（20.0%） 

公債費

衛生費 
436,625（5.0%） 

その他 
10,000（0.1%） 

労働費 
50,266（0.6%） 

議会費 
116,520（1.3%） 
消防費 
267,274（3.1%） 

商工費 
181,197（2.1%） 

農林水産業費
161,481（1.9%） 

一
般
行
政
経
費

災害復旧事業費 
1,172,151（13.5%） 

514,395（5.9％） 

1,341,335（15.4%） 27.5
%

義
務
的
経
費

26.6
%

投
資
的
経
費

45.9
%

41.4
%

町税
1,613,530（18.6%） 

自
主
財
源

58.6
%

地方交付税
2,474,807（28.5%） 

国県支出金
1,919,697（22.1%） 

依
存
財
源

性質別経費 
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■表１　「家庭ごみ・資源物」収集日程
収　集　日 内　　　　　　容

収集休み
通常どおり
※臨時収集（松島・手樽のみ）
　「ビン・カン・新聞雑誌等」を収集
通常どおり
※臨時収集（幡谷・後根廻・上竹谷のみ）
　「燃えないゴミ・有害ゴミ・粗大ゴミ」を収集
通常どおり
収集休み
通常どおり
収集休み
通常どおり
※臨時収集（磯崎・北小泉・下竹谷のみ）
　「燃えないゴミ・有害ゴミ・粗大ゴミ」を収集

4月 29日（水・祝）

4月 30日（木）

5月  １日（金）

5月  2 日（土）
5月  3 日（日・祝）～ 6日（水・祝）
5月  7 日（木）～ 9日（土）
5月 10 日（日）

5月 11 日（月）

■表 2　休日当番工事事業者
当番月日 連　絡　先

☎354-4484

☎354-2710

☎354-2769

☎354-4376

☎354-3149

☎354-4484

当番水道事業者

松島住宅設備 (株 ) 

各社通常営業

(有 ) うちみ水道

(有 ) 水研

( 有 ) 斎藤設備工業所

(有 ) 美和工業

松島住宅設備 (株 ) 

4 月 29日（水・祝）

4月 30日（木）

5月  １日（金）

5月  2 日（土）

5月  3 日（日・祝）

5月  4 日（月・祝）

5月  5 日（火・祝）

5月  6 日（水・祝）

■表３　町営バスの運行情報

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
ご
み
収
集
日
程
、

水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す
る
ご
案
内

「
家
庭
ご
み
・
資
源
物
」
の
収
集

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
「
家
庭
ご
み
・

資
源
物
」
収
集
日
程
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
月
１
度
の
収
集
で
あ
る
「
燃
え
な
い
ご
み

・
有
害
ご
み
・
粗
大
ご
み
」
が
祝
日
・
振
替
休
日
で

収
集
が
休
み
と
な
る
地
区
は
臨
時
収
集
を
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
祝
日
・
振
替
休
日
で
２
週
間
続
け
て
「
ビ

ン
・
カ
ン
・
新
聞
雑
誌
等
」
の
収
集
が
休
み
と
な
る

地
区
も
臨
時
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

※
祝
日
・
振
替
休
日
の
「
家
庭
ご
み
・
資
源
物
」
の

　

収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
臨
時
収
集
は
、
指
定
し
た
ご
み
・
資
源
物
以
外
の

　

収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

水
道
管
か
ら
漏
水
し
た
ら

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
水
道
管
か
ら
漏

水
し
た
と
き
に
は
、
表
２
の
事
業
者
に
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

施
設
の
閉
庁
・
休
館
情
報

　

松
島
町
役
場
を
含
む
施
設
の
閉
庁
・
休
館
期
間
は

今
月
号
と
同
時
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
変

更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報

に
つ
い
て
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
町
へ
の
お
問
い

合
わ
せ
は
す
べ
て
☎
３
５
４
‐
５
７
０
１
へ
お
願
い

し
ま
す
。

町
営
バ
ス
の
運
行
情
報

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は
、
表
３
の
と
お

り
運
行
し
ま
す
。
な
お
、
期
間
中
は
道
路
が
混
雑
し
、

運
行
時
刻
に
大
幅
な
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

4 月 29日　4月 30日　5月 1日　5月 2日　5月 3日　5月 4日　5月 5日　5月 6日　5月 7日 日
付　
　

運
行
ダ
イ
ヤ 

通
常
ダ
イ
ヤ

祝
日
ダ
イ
ヤ

祝
日
ダ
イ
ヤ

祝
日
ダ
イ
ヤ

運　

休

土
曜
日
ダ
イ
ヤ 

通
常
ダ
イ
ヤ

通
常
ダ
イ
ヤ

祝
日
ダ
イ
ヤ

水・祝 木 木金 土 日・祝 月・祝 火・祝 水・祝
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松
島
町
職
員
人
事
異
動

四
月
一
日
付
（　

）
内
は
前
職
名

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

【
総
務
課
】

▼
総
務
課
総
務
管
理
班
長　

相
澤
光

治
（
財
務
課
財
政
班
長
）▼
総
務
課

総
務
管
理
班
副
班
長　

早
川
和
恵

（
総
務
課
主
査
）▼
総
務
課
主
査　

石

田
征
朗
（
産
業
観
光
課
主
事
）

【
企
画
調
整
課
】

▼
企
画
調
整
課
次
長　

金
田
卓
也

（
企
画
調
整
課
主
査
）▼
企
画
調
整
課

主
査　

後
藤
亮
一
（
財
務
課
主
査
）

▼
企
画
調
整
課
主
査
（
兼
）
認
定
こ

ど
も
園
準
備
室
主
査　

菅
原
和
宜

（
水
道
事
業
所
主
査
）▼
企
画
調
整
課

認
定
こ
ど
も
園
準
備
室
長　

田
瀬
高

広
（
町
民
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
班
長
）

▼
企
画
調
整
課
認
定
こ
ど
も
園
準
備

室
主
査　

荒
木
良
（
町
民
福
祉
課
主

査
）

【
財
務
課
】

▼
財
務
課
財
政
班
長　

松
村
武
文

（
企
画
調
整
課
次
長
）▼
財
務
課
税
務

班
副
班
長　

土
井
敬
子
（
財
務
課
主

幹
）▼
財
務
課
主
査　

浅
野
目
浩
章

（
企
画
調
整
課
主
査
）▼
財
務
課
主
査

　

阿
部
明
子
（
水
道
事
業
所
主
事
）

▼
財
務
課
主
査　

中
村
智
英
（
財
務

課
主
事
）▼
財
務
課
特
別
滞
納
整
理

室
主
事　

内
海
正
崇
（
総
務
課
主
事
）

【
町
民
福
祉
課
】

▼
町
民
福
祉
課
長　

安
土
哲
（
産
業

観
光
課
長
（
併
）
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）▼
町
民
福
祉
課
こ
ど
も
支
援

班
長　

千
葉
浩
司
（
水
道
事
業
所
経

営
班
長
）▼
町
民
福
祉
課
主
査　

福

田
光
輝
（
財
務
課
特
別
滞
納
整
理
室

主
事
）▼
町
民
福
祉
課
主
査　

三
浦

み
ど
り
（
町
民
福
祉
課
主
事
）

《
保
育
所
》

▼
町
民
福
祉
課
主
査
高
城
保
育
所
保

育
士　

佐
藤
千
恵
美
（
町
民
福
祉
課

主
査
高
城
保
育
所
分
園
（
併
）
松
島

第
二
幼
稚
園
教
諭
）▼
町
民
福
祉
課

主
査
高
城
保
育
所
保
育
士　

岡
崎
彩

子
（
町
民
福
祉
課
保
育
士
高
城
保
育

所
）

【
産
業
観
光
課
】

▼
産
業
観
光
課
長　

太
田
雄
（
町
民

福
祉
課
長
）▼
産
業
観
光
課
産
業
振

興
班
長　

熊
谷
保
範
（
産
業
観
光
課

主
査
）▼
産
業
観
光
課
産
業
振
興
班

副
班
長
（
兼
）
総
務
課
環
境
防
災
班

副
班
長　

鈴
木
嘉
憲
（
産
業
観
光
課

主
査
）

【
建
設
課
】

▼
建
設
課
主
査　

沼
下
祐
幸
（
建
設

課
主
事
）

【
水
道
事
業
所
】

▼
水
道
事
業
所
経
営
班
長　

赤
間
香

澄
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
教
育
課
】

▼
教
育
課
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

赤
間
隆
之
（
教
育
課
長
）▼
教
育
課

参
事
（
兼
）
中
央
公
民
館
長
（
兼
）

文
化
観
光
交
流
館
長
（
兼
）
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
所
長　

伊
藤
政
宏
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
併
）
総

務
課
参
事
）▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
査　

菊
地
磯
子
（
議
会
事
務
局
主

査
（
併
）
監
査
委
員
書
記
）▼
教
育

課
主
査　

及
川
由
夏
（
教
育
課
主
事
）

《
幼
稚
園
》

▼
松
島
第
一
幼
稚
園
長　

渡
邉
理
加

（
松
島
第
五
幼
稚
園
主
査
（
教
諭
））

▼
松
島
第
二
幼
稚
園
長
（
併
）
町
民

福
祉
課
高
城
保
育
所
分
園
所
長　

今

野
志
保
（
松
島
第
一
幼
稚
園
長
）▼
松

島
第
五
幼
稚
園
長　

和
泉
実
佳
（
松

島
第
二
幼
稚
園
主
査
（
教
諭
）（
併
）

町
民
福
祉
課
主
査
（
保
育
士
）（
高

城
保
育
所
分
園
））▼
松
島
第
一
幼
稚

園
教
諭　

吉
田
大
育
（
松
島
第
五
幼

稚
園
教
諭
）▼
松
島
第
五
幼
稚
園
教

諭　

丹
野
麻
美
（
松
島
第
一
幼
稚
園

教
諭
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

中

條
宣
之
（
総
務
課
副
参
事
（
併
）
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
）

【
議
会
事
務
局
】

▼
議
会
事
務
局
長
（
併
）
監
査
委
員

書
記　

櫻
井
和
也
（
総
務
課
総
務
管

理
班
長
）▼
議
会
事
務
局
次
長
（
併
）

監
査
委
員
書
記　

熊
谷
直
美
（
総
務

課
主
査
）

〇
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▼
議
会
事
務
局
長　

千
葉
義
行
▼
中

央
公
民
館
（
兼
）
文
化
観
光
交
流
館

長
（
兼
）
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
所
長

　

佐
藤
淳
▼
産
業
観
光
課
産
業
振
興

班
長　

飯
川
正
昭
▼
松
島
第
二
幼
稚

園
所
長
（
併
）
町
民
福
祉
課
高
城
保

育
所
分
園
所
長　

鎌
田
敦
子
▼
松
島

第
五
幼
稚
園
長　

大
宮
司
陽
子
▼
町

民
福
祉
課
主
事　

森
史
恵
▼
財
務
課

主
事　

木
元
絵
理
▼
町
民
福
祉
課
保

育
士
（
磯
崎
保
育
所
）
堀
籠
ひ
か
る

〇
再
任
用
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▼
町
民
福
祉
課
主
査
（
保
育
士
）（
高

城
保
育
所
分
園
）（
併
）
松
島
第
二
幼

稚
園
主
査
（
教
諭
）
浅
野
裕
子
▼
町

民
福
祉
課
主
査
（
保
育
士
）（
高
城
保

育
所
）　

阿
部
淳
子
▼
会
計
課
主
査　

佐
々
木
洋
美
▼
産
業
観
光
課
主
幹　

千
葉
義
行
▼
産
業
観
光
課
主
査　

飯

川
正
昭
▼
松
島
第
二
幼
稚
園
主
査

（
教
諭
）（
併
）
町
民
福
祉
課
主
査

（
高
城
保
育
所
分
園
）　

鎌
田
敦
子

▼
松
島
第
五
幼
稚
園
主
査
（
教
諭
）

　

大
宮
司
陽
子

〇
新
規
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▼
町
民
福
祉
課
主
事　

佐
藤
み
ほ

▼
健
康
長
寿
課
保
健
師　

内
藤
は
る

か
▼
松
島
第
五
幼
稚
園
教
諭　

鶴
田

慧
理

今
年
度
採
用
さ
れ
た
新
規
職
員

▲佐藤みほ▲鶴田慧理

▲内藤はるか

建設課　加藤裕二主幹
神奈川県任期付職員
平成３１年４月２日～
令和２年３月３１日
主に避難道路整備事業の用地買収を担当

水道事業所　鹿沼智裕主事
埼玉県滑川町から派遣
平成３０年４月１日～
令和２年３月３１日
主に下水道事業を担当

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
町
の
災
害
復
旧
支
援
の
た
め
応
援

に
来
て
い
た
だ
い
た
災
害
派
遣
職
員

と
任
期
付
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

新
規
寄
贈
資
料
の
ご
紹
介
「
町
内
等
写
真
資
料
」

▲②帝國少年議會松島支部發會式集合写真 ▲①高城町祭礼の様子

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
新
た
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
資
料
は
町
内
の
行
事
の
様
子
や
町
並
み
な
ど
を
写
し
た
写
真
一
四

六
点
で
、
ア
ル
バ
ム
の
状
態
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
主
に
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

写
真
①
は
高
城
町
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
礼
の
様
子
を
写
し
た
も
の
で
す
。「
祝

祭
典
節
句
假
装
」
と
書
か
れ
た
幟
が
写
っ
て
い
ま
す
が
、
何
の
節
句
か
記
載
さ

れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
他
に
も
白
虎
隊
や
赤
穂
浪
士
の
仮
装
な

ど
、
本
資
料
の
中
に
は
こ
の
祭
礼
に
関
す
る
も
の
が
複
数
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
②
は
「
帝
國
少
年
議
會
松
島
支
部
發
會
式
」
と
書
か
れ
た
貼
り
紙
の
写

る
集
合
写
真
で
す
。
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
33
年
か
ら
35
年
に
か
け
て
『
帝

國
少
年
議
會
議
事
録
』
と
い
う
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
各
号
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
た
討
論
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
他
、
和
歌
や
詩

の
よ
う
な
文
学
欄
も
設
け
ら
れ
た
投
稿
型
の
雑
誌
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
巻
末
に

「
支
部
支
會
た
よ
り
」
と
題
し
た
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
で
、
松
島
支
部
に
関
す
る

記
載
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

本
資
料
に
は
他
に
も
葬
列
の
様
子
や
学
校
の
集
合
写
真
な
ど
、
近
代
の
生
活

に
関
す
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
の
松
島
で
は
な
く

生
活
の
場
と
し
て
の
松
島
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
価
値
の
高
い
資
料

と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
今
後
展
示
等
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
整
理
・
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
芸
員
：
米
城
）

松
島
町
文
化
財
保
護
委
員
の
ご
紹
介

　

文
化
財
保
護
委
員
会
は
町
の
文
化

財
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
広
く
町
の
文
化
財
の
保
存
と

活
用
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
す
。

　

４
月
1
日
か
ら
次
の
方
々
が
委
員

と
な
り
ま
す
。

　

期
間
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。松島ボランティアガイド会長

宗教法人瑞巌寺学芸課長

下竹谷分館長・和合太鼓代表

元塩竈市文化財審議委員

宮城県多賀城跡調査研究所上席主任研究員

宮城県松島高等学校校長
※敬称略

氏　　名 主な役職・経歴等

今 野　 勝 正

新 野　 一 浩

齋 藤　 文 雄

髙 橋　 守 克

白 崎　 恵 介

佐々木　武弘

か  

そ
う

は
っ
か
い

の
ぼ
り

14 広報まつしま

十文化十色

オランダのボータソースの簡単な作り方
【 材　料 】
バター・・・・・・・３５ｇ　
小麦粉・・・・・・・２０ｇ
野菜出汁・・・・・２５０ml
塩・コショウ・・・お好みで

【 作り方 】
① 鍋にバター２０gを入れ、中火にかけ溶かす。
② 小麦粉を加えてよく混ぜる。
③ 野菜出汁を少しずつ加えながらよく混ぜる。
④ 沸騰したら残りの１５gのバターを加え、お好みで塩とコショウを加える。
⑤ ボータソースをパンやお肉、じゃがいもにかけてお楽しみください。

じゅう ぶん    か   とい   ろ

⑧ユーロビジョン・ソング・コンテストについて

アメリカ合衆国ミシガン州出身のアシュリー国際交流員のコラム「十文化十色」。十人十色、
いろいろな好みや考え方があるように、文化にも様々な違いがあります。このコラムでは、アメ
リカの文化やアシュリー国際交流員が松島町や日本での生活の中で感じた驚きや発見を紹介しま
す！

じゅうぶん   か   とい  ろ

　

個
人
的
な
考
え
で
す
が
、
歌
は
世

界
中
の
人
々
の
心
を
魅
了
し
続
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
N
H

K
紅
白
歌
合
戦
と
、
童
謡
の
「
ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
聞
い
た

時
、
日
本
に
は
各
都
道
府
県
の
歌
が

あ
り
、
対
戦
す
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
国
々
に
は
そ

の
よ
う
な
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
宮
城
県
が
歌
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
他
の
都
道
府
県
と
競
う
こ
と
に
な

っ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
の
曲
を
推
薦

し
ま
す
か
？
宮
城
県
に
ゆ
か
り
の
あ

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
曲
で
す
か
？

　

関
連
す
る
話
題
と
し
て
。
今
年
の

５
月
12
日
か
ら
16
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
予
定
だ
っ
た

ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
の
は
１

９
５
６
年
に
ス
イ
ス
で
始
ま
っ
た
歌

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

７
か
国
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
コ
ン

テ
ス
ト
は
テ
レ
ビ
で
中
継
さ
れ
、
優

勝
し
た
国
は
次
の
年
の
開
催
地
と
な

り
ま
す
。
以
前
は
、
各
国
が
そ
れ
ぞ

れ
の
言
語
や
文
化
を
発
表
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
特
定
の
言
語
で
歌

う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
英
語
と
フ

ラ
ン
ス
語
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か

し
、
２
０
１
９
年
の
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
、
ジ
ョ

ー
ジ
ア
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
な
ど
で

歌
わ
れ
ま
し
た
。 

　

ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
聞
い

た
こ
と
が
な
い
人
で
も
、
70
年
代
の

音
楽
を
知
っ
て
い
る
な
ら
、
ユ
ー
ロ

ビ
ジ
ョ
ン
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
有
名
に
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
知
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
A　

B
A
と
い
う

グ
ル
ー
プ
で
す
。
ま
た
、
珍
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
有
名
に
な
っ
た
楽

曲
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
ロ

ー
ド
リ
の
「
ハ
ー
ド
・
ロ
ッ
ク
・
ハ

レ
ル
ヤ
（
２
０
０
６
年
）」
や
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
ヴ
ェ
ル
カ
・
セ
ル
デ
ュ

ー
チ
カ
の
「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ラ
シ
ャ

・
ト
ゥ
ン
バ
イ
（
２
０
０
７
年
）」、

モ
ル
ド
バ
の
サ
ン
・
ス
ト
ロ
ー
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
ヘ
イ
・
マ
マ

（
２
０
１
７
年
）」
な
ど
は
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
も
し
か
す
る

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
は
２
０
１
７
年
に
フ
ラ
ン
ス
に

住
ん
で
い
た
時
に
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
つ
い
て
知
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
年
に

１
度
、
一
堂
に
会
す
る
の
は
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

機
会
が
あ
れ
ば
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
の

歌
を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！

▲オランダの伝統工芸品「木靴」

ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ソ
ン
グ
・

コ
ン
テ
ス
ト
と
は

世
界
的
に
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ア
バ
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　訪日外国人観光客のために、松島町教育委員会所属のＡ
ＬＴ( 外国語指導助手 ) と松島町産業観光課所属のＣＩＲ
( 国際交流員 ) が企画し、松島町指差し英会話シートを作
成しました。
　今回は作成に携わったＡＬＴ２人とＣＩＲ１人に作成に
ついてインタビューしてみました。

Ｑ：指差し英会話シートを作成したきっかけは何ですか？
Ａ：ＡＬＴのマーティン先生が、ある観光地にあった
　 指差し英会話シートを見て、誰でも使うことがで
　 きてよかったという話がきっかけでした。

Ｑ：指差し英会話シートの利点は何でしょうか。
Ａ：スマホ等の電子機器でコミュニケーションがとれ
　 るときはよいですが、Ｗｉ-Ｆｉ環境がない場所で
　 は利用できません。日本語が堪能ではない外国人
　 も、英語が苦手な店員さんもコミュニケーション
　 がとれるところが利点です。また、簡単な英語表
　 現が多いので、英語が苦手な方の勉強にも活用し
　 てもらえるとよいと思います。

Ｑ：作成するときに苦労した点はどこでしょうか。
Ａ：指差し英会話シートにはイラスト等がありますが、
　 ほとんどＡＬＴのブライアン先生が自作しました。
　 C I R のアシェリーさんが観光に関する点や表現
　 などを工夫し、よくある質問のほか、飲食・宿泊
　 ・会計の時に必要な内容も盛り込んでいます。

Ｑ：指差し英会話シートは今後どのように活用してほ
　 しいですか？
Ａ：指差し英会話シートがあれば、英語が苦手な人で
　 も外国人観光客とコミュニケーションがとれます。
　 色々な場で多くの人に活用してほしいです。

松島町のＡＬＴとＣＩＲで  
松島町指差し英会話シートを作成しました！ 

▲作成に携わったALTのブライアン先生（左）、
　CIRのアシェリーさん（中央）、ALTのマーティン先生（右）
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＜和風スコッチエッグ＞
材料（４人分）
　油揚げ・・・・・・・・・・・・・・２枚
　　鶏ひき肉・・・・・・・・・・１２０g
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・少々
　　パン粉・・・・・・・・・・・大さじ２
　　酒・・・・・・・・・・　　　小さじ２
　　しょうゆ・・・・・・・・・・小さじ１
　　砂糖・・・・・・・・・・　　小さじ１
　　しょうが・・・・・・・・・・1/2かけ
　　にんじん・・・・・・・・・・・４０g
　　芽ひじき（乾燥）・・・・・・・・４g
　うずらの卵（水煮）・・・・・・・・４個
　　水・・・・・・・・・・ ・・２００ml
　　みりん・・・・・・・・・・　大さじ２
　　しょうゆ・・・・・・・・・・小さじ４
　　酒・・・・・・・・・・・・・小さじ２
　　砂糖・・・・・・・・・・・・小さじ２

（一人あたり）
エネルギー：２３７kcal　　　食塩相当量：１.１g

一緒にヘルスメイトとして活動しませんか？
おいしく食べるコツや健康になるためのヒントを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）として一緒
に町の食育を推進しましょう！
★ 定例会実施日　毎月第４金曜日に開催（※変更あり）
★ 会　　　　費　２,０００円（1年分）
★ 申込・問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

健
康
リ
レ
ー　

〜
元
気
の
秘
訣
お
伝
え
し
ま
す
！
〜

（
櫻
井　

雄
さ
ん
）

 　
今
回
の
健
康
リ
レ
ー
は
、
高
城
地
区
に
お
住
ま
い
の
櫻
井　

雄
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

現
在
86
歳
の
櫻
井
さ
ん
は
、
体
を
丈
夫
に
保
つ
た
め
に
、
長
年
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
７
回
全
国
大
会
に
も
出
場
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、

週
２
回
の
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
が
生
き
が
い
と
な
っ
て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
毎
日
の
朝
食
は
櫻
井
さ
ん
自
身
が
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が

け
な
が
ら
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
朝
食
に
は
７
品
目
の
食
材
が
入
っ
た
み
そ

汁
や
野
菜
サ
ラ
ダ
、
納
豆
、
手
づ
く
り
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
を
必
ず
食
べ
、
病

気
に
な
ら
な
い
体
作
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

櫻
井
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣
を
聞
く
と
、「
自

分
が
長
寿
だ
と
は
考
え
ず
に
生
き
て
い
る
」

と
照
れ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。
お
話
し

を
伺
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど
の
運
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
、
櫻
井
さ
ん
の
若
々
し
さ
を
保
っ
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
初
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
佐
藤

純
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▲櫻井　雄さんに健康の秘訣を伺いました！

　うずらの卵をいなりの中心に入れることで、きれいな切り口がで
きあがります！
　お弁当のおかずにいかがでしょうか？

（作り方）
① 油揚げは半分に切って袋状
 　にする。にんじんは皮をむ
 　き、長さ２cmのせん切り
 　に切る。芽ひじきは水に戻しておく。しょうがはみじん切りにする。
② ボウルに鶏ひき肉と塩を入れ、粘りが出るまでよく混ぜ、Aを加えて均一
 　になるまで混ぜる。①のにんじん、ひじきを加えて混ぜ、4等分にする。
③ 油揚げの中に②の半量、うずらの卵、残りの②の半量の順に詰め、俵形に
 　ととのえ、口を閉じる。
④ 鍋にBを入れて混ぜ溶かし、③を並べて中火で10分加熱する。火が通った
 　ら10分程度置き、味を染みこませる。
⑤ いなりの汁気を切って半分に切り、できあがり。

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿
は

町
内
在
住
五
年
以
上
、
白
寿
は

町
内
在
住
十
年
以
上
の
方
で
、

誕
生
月
の
初
日
に
松
島
町
住
民

と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

４
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

米
寿
お
め
で
と
う

◆ 

角
田　

す
ゑ
子　

さ
ん
（
上
竹
谷
）

◆ 

阿
部　

良
一　
　

さ
ん
（
根　

廻
）

◆ 

後
藤　

邦
子　
　

さ
ん
（
磯　

崎
）

◆ 

福
田　

三
代
子　

さ
ん
（
松　

島
）

◆ 

橋
本　

み
な
子　

さ
ん
（
幡　

谷
）

◆ 

池
田　

三
千
男　

さ
ん
（
磯　

崎
）

◆ 

髙
橋　

貞
子　
　

さ
ん
（
高　

城
）

◆ 

齋
田　

慶
子　
　

さ
ん
（
本　

郷
）

◆ 

大
葉　

信
一　
　

さ
ん
（
本　

郷
）

◆ 

佐
野　

み
い
な　

さ
ん
（
高　

城
）

◆ 

赤
間　

貞
子　
　

さ
ん
（
初　

原
）

◆ 

加
藤　

昌
幸　
　

さ
ん
（
本　

郷
）

◆ 

森
脇　

良
二　
　

さ
ん
（
磯　

崎
）

A

B
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★医療用ウィッグ助成事業
　がん患者の皆様の治療と就労や社会参加を支援するため、医療用ウィッグ購入費用の一部を助成します。
● 対象となる方　次の３つの要件を満たす方　　　　　　　  ②松島町に住所を有する方
 　　　　　　①がんと診断され、その治療を行っている方　　③他の法令等に基づく助成などを受けていない方
● 助成対象　医療用ウィッグ購入費用
　　　　　　 ※部分用ウィッグや毛髪帽子タイプ、医療用ウィッグの付属品及びケア用品は対象外。
● 申請期間　購入日から1年以内
● 助成金額　上限額２０，０００円（1人につき1回）
● 申請場所　保健福祉センターどんぐり（郵送でも受付可）
● 申請書類　①松島町医療用ウィッグ購入費用助成金交付申請書（様式第１号）
　　　　　　 ②がん治療を受けていることを証明する書類の写しまたは、がん治療受診証明書（様式第２号）
　　　　　　 ※様式第1号・第2号は健康長寿課で配布、またはホームページからもダウンロードできます。
　　　　　　 ③医療用ウィッグ購入に係る領収書の写し、または支払いの事実が確認できる書類
　　　　　　 ④振込先金融機関通帳の写し　　　　　　⑤印鑑

★まつしまの食育応援隊
　食材王国みやぎ・松島の食文化を学び、地元の食材を使った料理体験
会を実施してみませんか？地域サロンやグループ活動などに講師を派
遣します。
● 対　象　地域サロンやグループ・団体など（※年齢は問いません）
● 日　時　要予約（1か月前までに予約してください）
● 内　容　食に関する講話、料理体験、ほか
● 参加費　食材費のみ（※講師料はかかりません）

★食生活改善推進員（ヘルスメイト）　育成講習会
　地域の食育活動を担うボランティアを募集しています。
健康になるコツやおいしくてヘルシーな家庭料理を学んでみませんか？
● 対　象　町民の方ならどなたでも
● 日　時　月１回　第４金曜日（※変更あり）
● 場　所　文化観光交流館、保健福祉センターどんぐり
● 内　容　健康と栄養に関する講話、調理実習
● 参加費　年間２,０００円（食生活改善推進員会費）

その他…
★ 出前健康講座 ： 希望するテーマに合わせて地域または活動場所に出向いて健康講座を開催します。
★ 健康体操教室・健康水中運動教室 ： ７５歳以上の方が対象の運動教室です。
★ ３０分でE-Styleクラブ ： ４０歳～７４歳までの方が対象の運動教室です。美遊で行います。
★ ノルディックウォーキング教室 ： 詳しくは２４ページをご覧ください。
★ まつしまの食育通信 ： 松島町公式ホームページに健康や栄養に関する情報を毎月掲載しています。
※それぞれの実施日時については、毎月の広報などでお知らせしますので、ご確認ください。

【問合先】　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３
★詳しい日時や場所については、毎月の広報でお知らせします。

▲長のり巻きを作りました！

▲調理実習の様子

　～健康ではつらつとした生活を応援します～

18 広報まつしま

松島町の健康づくり事業

★特定不妊治療助成事業
　特定不妊治療を受けられたご夫婦の経済的負担を減らすため、
治療費の一部助成を行っています。
● 対象となる方　松島町に住所のある方（夫婦または、夫婦のいずれか）
　　 　　　　で“宮城県不妊に悩む方への特定不妊治療支援事業”
　　 　　　　の承認を受けていること
● 対象の治療　令和２年４月１日以降に行った特定不妊治療（体外受精または顕微授精）で、宮城県知事が
　　 　　　　指定した医療機関で行われた治療。
● 助 成 額　治療１回あたり１５万円が上限　※１部の助成については７.５万円が上限
　　　　　　 ※支払った治療費から県の助成額を除いた私費分が対象。
● 助成回数　治療開始時の妻の年齢が４０歳未満（通算６回まで）、４０歳以上４３歳未満（通算３回まで）
● 提出書類　① 松島町特定不妊治療助成事業申請書       
　　　　　　 ② 宮城県不妊に悩む方への特定治療支援事業受診等証明書の写し及び本治療に要した費
 　　　　　　　 用の領収書の写し
　　　　　　 ③ 夫婦であることが確認できる書類（戸籍謄本）
　　　　　　 ④ 申請者及びその配偶者の住所が確認できる書類（住民票）　⑤ 振込先金融機関の通帳
　　　　　　 ⑥ 印鑑

★どんぐり保健室
　「あのね、○○について聞きたいんだけど…」と気軽に立ち寄れ
る、気軽に相談できる“保健室”を保健師、栄養士が児童館にて新
しく始めます！
● 対　象　０歳～１８歳までのお子さんとその保護者
● 日　時　毎月の広報でお知らせします。詳しくは３０ページへ。
● 場　所　児童館（予約は不要です）
● 内　容　体重の増えや予防接種、ことば、離乳食など…

その他…
★ 赤ちゃんほっとサロン ： 乳児（０歳児）の親子が対象です。詳しくは、３０ページをご覧ください。
★ 小学生の元気っ子クラブ ： 小学生対象の料理教室です。親子での参加もお待ちしております。
※それぞれの実施日時については、毎月の広報などでお知らせしますので、ご確認ください。

【母子保健】

★どんぐり健康相談
　健康や栄養、歯科口腔などに関することなど保健師、管理栄養士、歯科衛生士が幅広く相談に応じます。
● 対　象　町民の方ならどなたでも
● 日　時　毎月の広報でお知らせします。詳しくは２９ページへ。
● 場　所　保健福祉センターどんぐり
● 内　容　・生活習慣病や健診結果に関すること
 　　　　　・歯や口腔のチェックなど
　　　　　 ※お電話での健康相談も随時受け付けております。

【成人保健】

予約制になりました！
お電話で申し込みください。

令和２年度より新しくスタート！
ぜひご利用ください♪

助成が拡充します！
助成額　１０万円→１５万円
助成回数　年間回数制限なし
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町
営
住
宅　

入
居
者
募
集

● 

募
集
住
宅

 　

高
城
町
営
住
宅　

４
戸
（
耐
火
中
層
３
階
建
て
）

● 

所
在
地

 　

松
島
町
高
城
字
水
溜
下
地
内

 　

・
４　

Ｋ　

１
３
６
号　

（
１
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棟
３
階
）

 　

・
３
Ｄ
Ｋ　

２
３
１
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（
２
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棟
３
階
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３
２
１
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（
３
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２
階
）

● 

入
居
申
込
み
可
能
な
同
居
人
数
に
つ
い
て

 　

・
１
３
６
号　
　
　
　
　
　

３
人
以
上

 　

・
２
３
１
号
、
３
２
１
号　

２
人
以
上

● 

入
居
時
家
賃

 　

・
１
３
６
号

　

 　

１
８
，６
０
０
円
か
ら
３
６
，６
０
０
円

 　

・
２
３
１
号

　
　

 
１
５
，５
０
０
円
か
ら
３
０
，４
０
０
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・
３
２
１
号

　
　

 

１
５
，７
０
０
円
か
ら
３
０
，９
０
０
円

● 

入
居
申
込
資
格

 　

次
の
（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で
の
条
件
を
す
べ

　

 

て
満
た
し
て
い
る
方

　

（
１
）
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

　

（
２
）
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

 　
　
　

  

あ
る
こ
と
。
（
60
歳
未
満
の
方
の
単
身
入

 　
　
　

  

居
原
則
不
可
）

　

（
３
）
月
の
世
帯
月
収
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

   　

・
一
般
申
込
者　

１
５
８
，０
０
０
円
以
下

   　

・
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の
み
の
世
帯
、
障
が

   　
　

い
者
ま
た
は
小
学
校
就
学
前
の
子
が
居
る
世

   　
　

帯
２
１
４
，０
０
０
円
以
下

　

（
４
）
入
居
者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な

 　
　
　

  

い
こ
と
。

　

（
５
）
入
居
者
（
（
２
）
を
含
む
）
が
町
民
税
を

 　
　
　

  

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

（
６
）
松
島
町
に
在
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
松

 　
　
　

  

島
町
に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方

募

あ
な
た
の
周
り
は
大
丈
夫
？

今
す
ぐ
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
を
！

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
放
置
す
る
と
、
地
震
時

に
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
人
に
危
害
を
加
え
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
や
救
助
の
妨
げ
に
な
る
と
、
周
辺
の

方
々
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

安
全
な
塀
で
あ
る
か
を
点
検
し
、
危
険
と
思
わ
れ

る
と
き
は
、
町
の
助
成
事
業
を
活
用
し
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

● 

対　

象

　

 

町
内
の
道
路
に
面
し
て
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

 　

塀
の
う
ち
高
さ
１
ｍ
以
上
で
、
町
の
調
査
の
結
果

 　

危
険
と
判
定
さ
れ
た
も
の
を
除
却
す
る
も
の
（
擁

 　

壁
上
の
場
合
は
高
さ
０
．
６
ｍ
）

● 

補　

助　

　

 

除
却
面
積
に
１
㎡
あ
た
り
４
，０
０
０
円
を
乗
じ

 　

た
額
（
限
度
額
：
15
万
円
）

● 

募
集
件
数　

３
件
（
申
込
順
）

生
垣
等
設
置
事
業

● 
対　

象　

　

 
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
の
実
施
箇
所
に
、
生

 　

垣
・
フ
ェ
ン
ス
・
板
塀
等
の
軽
量
の
塀
を
設
置

　

 

す
る
も
の

● 

補　

助　

 　

設
置
に
要
す
る
経
費
の
３
分
の
１
（
限
度
額
：
設

 　

置
延
長
に
１
ｍ
あ
た
り
の
限
度
額
４
，０
０
０
円

 　

を
乗
じ
た
額
又
は
10
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
）

● 

募
集
件
数　

３
件
（
申
込
順
）

● 

問
合
先　

建
設
課
管
理
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

募

お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
密
閉
・
密
集
・
密
接

に
な
ら
な
い
よ
う
「
避
け
る
べ
き
場
所
」
を
提
言
し

て
い
ま
す
。

　

外
出
の
際
は
三
密
「
密
閉
」
「
密
集
」
「
密
接
」

を
避
け
、
感
染
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
問
合
先

　

 

宮
城
県
の
健
康
相
談
窓
口　

24
時
間
受
付

　

 

☎
２
１
１
‐
２
８
８
２　

ま
た
は
☎
２
１
１
‐
３
８
８
３

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
１
１
‐
３
１
９
２　

※
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覚
に
障
害
の
あ
る
方

　

 

厚
生
労
働
省
相
談
窓
口　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

 

☎
０
１
２
０
‐
５
６
５
‐
６
５
３

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
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（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）
☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i

わ
が
家
は
地
震
に
大
丈
夫
？

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
、
強

い
地
震
で
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
地
震
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
蓄
積
や
、
経
年
に
よ
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劣
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あ
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と
か
ら
、
次
の
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地
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耐
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補
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て
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し
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耐
震
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行
い
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地
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し
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。

木
造
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専
門
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し
て
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場
合
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改
修
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作
成
し

ま
す
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木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
事
業

● 

対　

象　

 　

町
の
耐
震
診
断
助
成
事
業
の
結
果
耐
震
性
が
不

 　

十
分
と
さ
れ
た
住
宅
で
、
改
修
計
画
に
基
づ
き

 　

耐
震
改
修
工
事
を
行
う
住
宅
ま
た
は
同
じ
場
所

 　

で
建
替
工
事
を
行
う
住
宅
（
年
度
内
に
完
成
す

 　

る
も
の
）

● 

補　

助　

 　

改
修
工
事
費
の
５
分
の
４
（
上
限
１
０
０
万
円
）

 　

を
助
成
し
ま
す
。

 　

※
改
修
工
事
以
外
の
10
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム

 　

工
事
を
同
時
に
行
っ
た
場
合
は
、
10
万
円
を
上
限

 　

に
上
乗
せ
補
助

● 

募
集
件
数　

２
件
（
申
込
順
）

● 

問
合
先　

建
設
課
管
理
班

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

募

● 

申
込
み
方
法

　

 

５
月
15
日
（
金
）
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
建
設
課

 　

管
理
班
に
て
申
込
書
に
記
入
い
た
だ
き
、
必
要
書

　

 

類
と
あ
わ
せ
て
申
込
み
と
な
り
ま
す

 　

※
同
じ
部
屋
に
申
込
者
が
複
数
の
場
合
は
、
抽

　

 

選
と
し
ま
す
。

● 

問
合
先　

建
設
課
管
理
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

●
避
け
る
べ
き
場
所
の
例

　

キ
ャ
バ
レ
ー
、
バ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
等
の
夜
の
接

待
の
場
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
等
の
密
閉
空
間

で
発
声
す
る
場
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
体
育
館
等
多
数

の
人
が
物
品
・
器
具
を
共
有
す
る
場
、
展
示
場
、
映
画

館
、
劇
場
等
多
く
の
人
が
一
定
時
間
以
上
集
ま
る
場

塩
釜
地
区
休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

☆
風
邪
症
状
や
発
熱
の
あ
る
方
に
つ
い
て

　
　

４
日
以
上
（
高
齢
者
ま
た
は
慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の

　

方
は
２
日
以
上
）
症
状
が
続
く
場
合
は
、
宮
城
県
が
設

　

置
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
健
康
相
談
窓

　

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
☎
２
１
１
‐
３
８
８
３　

　
　

そ
れ
以
外
の
方
は
自
宅
安
静
と
な
り
ま
す
の
で
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
診
断
基
準
と
し
て
、
肺

　

炎
の
有
無
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
当
セ
ン

　

タ
ー
で
は
胸
部
写
真
が
撮
れ
な
い
た
め
、
診
断
が
で
き

　

ま
せ
ん
。
肺
炎
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
窓
口
に
て
他
の
医

　

療
機
関
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

☆
熱
が
あ
る
場
合
は
お
車
で
の
待
機
を
お
願
い
し
て
お
り

　

ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
中
に
入
ら
ず
玄
関
前

　

に
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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ベ
ガ
ル
タ
仙
台 

Ｖ
Ｓ 

セ
レ
ッ
ソ
大
阪

招
待

　

松
島
町
民
50
組
１
０
０
名
（
抽
選
）
を
対
象
と
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
自
由
席
に
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
。
家

族
や
友
人
と
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
に
熱
い
声
援
を
送
り
ま

し
ょ
う
！

● 

日　

時　

７
月
５
日
（
日
） 

 　
　
　
　
　

午
後
６
時
キ
ッ
ク
オ
フ

● 

場　

所　

ユ
ア
テ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
仙
台

  　
　
　
　

（
仙
台
市
泉
区
）

● 

対　

象　

松
島
町
民

● 

対
象
席
種　

サ
ポ
ー
タ
ー
自
由
席

● 

定　

員　

50
組
１
０
０
名
（
抽
選
）

● 

申
込
期
限　

５
月
27
日
（
水
）

 　

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

  

（
申
込
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
み
と
な
り
ま
す
。
）

● 

抽
選
結
果　

６
月
３
日
（
水
）
に
配
信
予
定

● 

当
選
者　

Ｊ
リ
ー
グ
Ｉ
Ｄ
に
登
録
さ
れ
て
い
る

　

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
招
待
Ｑ
Ｒ
チ
ケ
ッ
ト
が

 　

引
き
取
れ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お
送
り
し
ま
す
。
画
面

 　

案
内
に
沿
っ
て
決
め
ら
れ
た
引
取
り
期
間
内
に

 　

ご
招
待
Ｑ
Ｒ
チ
ケ
ッ
ト
を
取
得
く
だ
さ
い
。
１

 　

ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ
き
最
大
２
枚
ま
で
取
得
で
き

 　

ま
す
。

● 

落
選
者　

Ｊ
リ
ー
グ
Ｉ
Ｄ
に
登
録
さ
れ
て
い
る

 　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

● 

そ
の
他　

お
申
し
込
み
の
際
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
チ

 　

ケ
ッ
ト
へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

   

（
会
員
登
録
は
無
料
）

※
今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
よ
り
、
開
催

予
定
の
試
合
が
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ス
ク

 　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
６
４

   

【
お
申
込
み
用
Q
R
コ
ー
ド
】

 　

 h
ttp
s://0

0
m
.in
/u
N
vG
N

i

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
放
送
は
、
消
防
庁
が
地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
情
報
を
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
確
実
に
国

民
へ
伝
達
す
る
た
め
に
実
施
す
る
試
験
放
送
で
す
。

　

第
１
回
訓
練
は
５
月
20
日
（
水
）
で
す
。
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
実
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

訓
練
の
概
要

● 

日　

時　

５
月
20
日
（
水
）
午
前
11
時
00
分
頃

● 

放
送
内
容

　

「
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
」

　

「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
×
３
回

　

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
ま
つ
し
ま
こ
う
ほ
う
で
す
」

　

「
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
」

　

 

※
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、
放
送

 　

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

 　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

 　

町
民
ホ
ー
ル
展
示
替
え
の

お
知
ら
せ

　
「
消
え
ゆ
く
古
い
家
並
み
」
を
描
き
続
け
た
石
巻

出
身
の
オ
イ
ル
パ
ス
テ
ル
画
家 

故
・
浅
井
元
義
氏

は
、
生
前
松
島
に
居
住
し
、
松
島
の
様
々
な
表
情
を

作
品
に
遺
し
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
29
年
に
浅
井
氏

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
、
そ
の
功
績
を
振

り
返
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

展
示
日
程　

３
月
19
日
〜
６
月
末
頃
ま
で

● 

展
示
場
所　

松
島
町
役
場　

１
階

 　

町
民
ホ
ー
ル
展
示
ケ
ー
ス

　

 

※
寄
贈
さ
れ
た
作
品
の
一
部
は
、
松
島
町
役
場

 　

１
階
ホ
ー
ル
周
辺
に
も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

 

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

展
示
資
料

 　

・
浅
井
元
義
・
画
『
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
博
物
館
』

 　

・
画
集
『
浅
井
元
義
ス
ケ
ッ
チ
石
巻
Ⅳ
〜
Ⅵ
』

● 

問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

i

「
い
ろ
は
祭
・
市
」
の

中
止
の
お
知
ら
せ

　

５
月
６
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
第
６
回
松

島
『
五
郎
八
姫
物
語
』
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
の
現
在
の
諸
事
情
を
考
慮
し
中
止
と
い
た
し
ま

す
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

● 

問
合
先　

い
ろ
は
姫
物
語
実
行
委
員
会　

相
澤

　
　
　
　
　

 

☎
０
７
０
‐
２
０
３
７
‐
２
３
４
０

i
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
イ
ー
ツ

教
室
参
加
者
募
集

　

乳
製
品
や
卵
、
白
砂
糖
を
使
わ
な
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ス
イ
ー
ツ
の
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

● 

日　

時　

６
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

● 

場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
a
l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）
調
理
室

● 

定　

員　

10
組
（
親
子
参
加
、
大
人
一
人
で
の
参
加
も
可
）

● 

材
料
費　

１
組　

２
，０
０
０
円

  

（
１
組
1
ホ
ー
ル
作
り
ま
す
。
作
っ
た
ケ
ー
キ
は

　

 

そ
の
ま
ま
持
ち
帰
れ
ま
す
。）

● 

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ

　

 

ル
、
ブ
レ
ン
ダ
ー
（
あ
れ
ば
）
、
持
ち
帰
り
用

 　

バ
ッ
グ

● 

申
込
開
始　

５
月
８
日
（
金
）
午
前
９
時
〜

　

 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

● 

問
合
先　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
a
l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　

 

指
定
管
理
者
（
株
）
Ｂ
Ｂ
Ｉ　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

　

 

※
原
則
、
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

 　

※
今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
状
況
に
よ
り
、

　

 

急
遽
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

 　

く
だ
さ
い
。

募

令
和
２
年
度

松
島
町
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
度
の
松
島
町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
た
め
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
15
日
（
金
）

に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

総
務
課
総
務
管
理
班

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
１

募
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障
が
い
者(

児)

外
出
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
重
度
障
が
い
（
児
）
の
方
を
対
象
に
外

出
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
窓
口
混
雑
を
避
け

る
た
め
、
郵
便
で
の
受
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

対
象
者

　
　

 

令
和
２
年
１
月
１
日
時
点
で
次
の
手
帳
ま
た
は

 　

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
（
入
院
中
及

 　

び
施
設
入
所
中
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

 　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
保
持
者

 　

②
療
育
手
帳
「
A
」
保
持
者

 　

③
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
保
持
者

 　

④
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
保
持
者
で
重
症
の
認

 　
　

定
を
受
け
て
い
る
者

 　

⑤
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
保
持
者
で

 　
　

重
症
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

● 

助　

成　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
年
１
２
，０
０
０
円
分
）

　

 

※
ガ
ソ
リ
ン
助
成
金
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
利
用
の
共
通
券
で
す
。

● 

事
業
の
目
的

 　
　

在
宅
で
生
活
す
る
重
度
障
が
い
者
（
児
）
の
外

 　

出
時
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
社
会
参
加
を
支

 　

援
す
る
た
め

● 

問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

医
療
費
助
成
対
象
に

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
保
持
者
が

新
た
に
加
わ
り
ま
す

◎
令
和
２
年
４
月
よ
り
医
療
費
助
成
の
対
象
に
「
精

神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
」
保
持
者
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
「
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
」

の
名
称
を
「
障
害
者
医
療
費
助
成
」
に
名
称
を
変
更

し
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
保
持
者
を
新
た
に
対

象
に
加
え
ま
し
た
。

※
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
現
在
医
療
費
助
成
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
引
き
続
き
『
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
申
請
書
（
オ
レ
ン
ジ
ま
た
は
黄
色
の
用

紙
）』、
『
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
受
給
者
証
』
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
10
月
の
更
新
時
に
名
称
変
更

後
の
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

◎
台
風
１
９
号
に
よ
る
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
対

象
の
方
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
そ
の

他
社
会
保
険
の
方
で
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
対
象

と
な
る
方
は
そ
ち
ら
が
優
先
に
な
り
ま
す
の
で
「
子

ど
も
医
療
費
」、「
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
」、「
障

害
者
医
療
費
」
の
助
成
受
給
者
証
を
使
わ
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
二
重
で
支
給
さ
れ
て
し
ま
っ
た
方

は
後
か
ら
返
還
が
生
じ
ま
す
。

◎
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
、
障
害
者
医
療
費
助
成

対
象
者
の
方
に
つ
い
て

　

病
院
を
受
診
す
る
際
は
、
『
受
給
者
証
』
と
『
健

康
保
険
証
』
を
窓
口
へ
提
示
し
、
『
母
子
・
父
子
家

庭
医
療
費
助
成
申
請
書
（
水
色
の
用
紙
）
』
・
『
障

害
者
医
療
費
助
成
申
請
書
（
64
歳
ま
で
の
方
は
オ
レ

ン
ジ
の
用
紙
、
65
歳
以
上
の
方
は
黄
色
の
用
紙
）』
に

『
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
受
診
年
月
、
受
給
者

番
号
、
保
険
証
の
記
号
・
番
号
、
保
険
者
名
』
を
正

し
く
記
入
・
押
印
し
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
『
申
請
書
』
は
月
ご
と
、
病
院
ご
と
、
診
療
科
ご

と
に
分
け
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
じ
月
に

入
院
と
通
院
の
両
方
が
あ
っ
た
場
合
は
入
院
分
１
枚

「
高
齢
者
世
帯
等
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
事
業
」
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
世
帯
及
び
重
度
の
要
介
護

認
定
者
世
帯
で
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
方
へ
申
請
書

を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

● 

目　

的　

　

 

在
宅
で
生
活
す
る
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
、
要

 　

介
護
者
世
帯
に
対
し
、
外
出
時
の
経
済
的
負
担

　

 

を
軽
減
し
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る
。

（
１
）
高
齢
者
世
帯　

・ 

対　

象

 　

次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
世
帯
の
世
帯
主

　

 

①
令
和
２
年
１
月
１
日
時
点
で
75
歳
以
上
（
昭

 　
　

和
20
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の

　
　

 

み
の
世
帯

　

 

②
非
課
税
世
帯

　

 

③
同
一
住
所
に
家
族
等
が
同
居
し
て
い
な
い
方

  　

（
別
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
同
一
の
住
所
に
家
族

　

 　

が
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
）

　

 

④
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
（
入
院
中
及
び
施

 　
　

設
入
所
中
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
）

・ 

助　

成

 　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
年
６
，０
０
０
円
分
）
を
交
付

（
２
）
要
介
護
認
定
者
が
い
る
世
帯　

・ 

対　

象　

　

 

次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

 　

①
令
和
２
年
１
月
１
日
時
点
で
要
介
護
認
定
４

　

 　

ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

　

 

②
非
課
税
世
帯

 　

③
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
（
入
院
中
及
び
施

　

 　

設
入
所
中
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
）

・ 

助　

成　

　

 

タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
年
１
２
，０
０
０
円
分
）
を
交
付

● 

申
請
方
法　

 　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
封
さ

　

 

れ
て
い
る
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

と
外
来
分
１
枚
の
２
枚
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

提
出
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

● 

申
請
期
限　

 　

５
月
29
日
（
金
）

　

 

※
期
限
後
で
も
随
時
申
請
受
付
で
き
ま
す
。
複

　

 

数
事
業
に
該
当
と
な
る
方
は
１
事
業
の
み
適
用

 　

と
な
り
ま
す
。

● 

そ
の
他　

　

 

例
年
、
窓
口
申
請
受
付
交
付
を
行
っ
て
お
り
ま

 　

す
が
、
今
年
度
に
限
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

 

ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
窓
口
混
雑
を
避
け

 　

る
た
め
、
郵
便
で
の
受
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

 

ま
す
。

● 

問
合
先　

　

 

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

 　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

令
和
元
年
台
風
第
19
号

災
害
義
援
金(

二
次
配
分)

の

お
知
ら
せ

　

令
和
元
年
台
風
第
19
号
で
被
害
を
受
け
た
方
へ
の

宮
城
県
か
ら
の
義
援
金
（
二
次
配
分
）
の
支
給
が
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
次
配
分
の
申
請
を
さ
れ
た
方
に
は
３
月
下
旬
か

ら
随
時
振
込
を
行
い
ま
し
た
。

● 

支
給
金
額
（
二
次
配
分
）

   

【
人
的
被
害
】

 　

・
死
亡
・
行
方
不
明

　
　

 　

３
２
０
，０
０
０
円

 　

・
重
傷
者

　
　

 　

１
６
０
，０
０
０
円

   

【
家
屋
被
害
】

 　

・
全　

壊

　
　

 　

３
２
０
，０
０
０
円

 　

・
半
壊
（
大
規
模
半
壊
含
む
）

　
　

 　

１
６
０
，０
０
０
円

 　

・
一
部
損
壊
（
準
半
壊
）
又
は
床
上
浸
水

　
　

 　

３
２
，０
０
０
円

 　

・
一
部
損
壊
（
10
％
未
満
）

　
　

 　

１
６
，０
０
０
円

● 

問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

　

 　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

合
氣
道
会
員
募
集

 

「
正
し
い
姿
勢
」
「
落
ち
つ
き
」
「
相
手
を
理
解
す

る
力
」
が
身
に
付
き
、
日
常
に
活
か
す
合
氣
道
で
す
。

● 

日　

時　

毎
週
土
曜
日　

午
前
11
時
〜
正
午

● 

場　

所　

華
園
集
会
所
（
高
城
保
育
所
そ
ば
）

● 

対　

象　

中
学
生
〜
大
人

● 

問
合
先　

竹
田
さ
お
り 

☎
７
６
７
‐
８
０
２
４

i募
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自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

● 

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

● 

受
付
期
間　

受
付
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
曹
候
補
生

● 

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

　

 　

受
付
期
間
及
び
試
験
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

　

 

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
延
期
と

　

 

な
り
ま
し
た
。

　

 　

試
験
日
の
日
程
等
は
、
決
定
次
第
ご
連
絡
さ
せ

　

 

て
い
た
だ
き
ま
す
。

技
術
海
・
空
幹
部

● 

応
募
資
格　

大
卒
以
上
で
応
募
資
格
に
定
め
ら

　

 

れ
た
学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業
後
、
２
年
以

 　

上
の
業
務
経
験
の
あ
る
方

　

 

※
詳
し
く
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

 　

せ
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
期
間　

４
月
17
日
（
金
）
〜
５
月
22
日
（
金
）

● 

試
験
日　

６
月
22
日
（
月
）

技
術
海
・
空
曹

● 

応
募
資
格　

20
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
取
得
者

  

（
資
格
の
種
類
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

 　

た
、
資
格
に
よ
る
年
齢
上
限
が
あ
り
ま
す
。
）

　

 

※
詳
し
く
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

 　

せ
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
期
間　

４
月
17
日
（
金
）
〜
５
月
22
日
（
金
）

● 

試
験
日　

６
月
19
日
（
金
）

● 

問
合
先　

 　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

  

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

募

身
近
な
相
談
役
で
あ
る

民
生
委
員
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
や
子
育
て
の
不
安
な
ど

様
々
な
相
談
を
受
け
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

専
門
機
関
や
行
政
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
相
談
を
受
け
る
際
に
は
相
談
者
の
人
権
を

尊
重
し
、
内
容
や
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
号
で
は
松
島
区
の
委
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

● 

問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

令
和
２
年

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
令
和
２
年
６
月
１
日
で
す
。

　

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
省
・
経
済
産
業
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
・
市
区
町
村

 　

●松島７・８・９
佐々木　啓子さん

●松島４・５・６
渡邉　久子さん

●松島１２・１３
新田　晴子さん 

●松島１０・１１
千葉　丈夫さん

●松島１・２・３
大宮司　貴美子さん

令
和
２
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
の

集
合
接
種
を
延
期
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、

安
全
対
策
の
た
め
令
和
２
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
の

集
合
接
種
は
４
月
同
様
に
５
月
10
日
実
施
分
も
延
期

し
ま
す
。

　

延
期
後
の
実
施
日
程
は
現
在
未
定
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
日
程
調
整

し
、
日
程
が
決
ま
り
し
だ
い
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
や
む
を
得
ず

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

● 

お
知
ら
せ

　
　

 

狂
犬
病
予
防
注
射
は
各
動
物
病
院
で
も
受
け
る

　

 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
物
病
院
で
受
け
る
際
に
は
、

　

 

町
よ
り
通
知
し
た
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
動
物
病
院
で
受
け
る
場
合
は
注
射
料
金

　

 

の
他
に
診
察
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

　

 

く
だ
さ
い
。
診
察
料
に
つ
い
て
は
動
物
病
院
へ
お

　

 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
こ
ん
な
時
に
は
》

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合

　
　
「
死
亡
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。「
印
鑑
」
と

 

「
鑑
札
」
を
持
参
し
、
役
場
窓
口
で
手
続
き
し
て

　

く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
を
譲
渡
し
た
・
譲
渡
さ
れ
た
場
合

　
　

現
在
、
飼
い
犬
が
飼
わ
れ
て
い
る
市
町
村
の
担

　

当
窓
口
で
「
登
録
事
項
の
変
更
届
」
の
提
出
が
必

　

要
で
す
。「
印
鑑
」
と「
鑑
札
」
を
持
参
し
て
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

工業統計キャラクター
・コウちゃん
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
海
岸
編
が

完
成
し
ま
し
た
！

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
北
部
編
・
手
樽
編
・
西
部

編
に
続
き
、
海
岸
編
が
完
成
し
ま
し
た
！
松
島
地
区

か
ら
、
３
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
作
成
し
ま

し
た
。
松
島
の
文
化
遺
産
や
風
光
明
媚
な
景
色
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

● 

コ
ー
ス
内
容

 　

★
島
々
を
望
む
絶
景
！
西
行
戻
し
の
松
コ
ー
ス

 　
　

町
営
三
十
刈
駐
車
場
を
出
発
し
、
西
行
戻
し
の

 　
　

松
公
園
を
目
指
す
コ
ー
ス
で
す
。

 　

★
松
島
の
歴
史
を
堪
能
！
瑞
巌
寺
・
雄
島
コ
ー
ス

 　
　

町
営
三
十
刈
駐
車
場
を
出
発
し
、
瑞
巌
寺
・
雄

 　
　

島
を
目
指
す
コ
ー
ス
で
す
。

 　

★
松
島
湾
を
一
望
！
福
浦
島
コ
ー
ス

 　
　

文
化
観
光
交
流
館
を
出
発
し
、
五
大
堂
・
福
浦

 　
　

島
を
通
り
な
が
ら
、
松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ

 　
　

イ
ル
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。

● 

配
布
場
所

 　

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

 　

・
役
場
（
産
業
観
光
課
、
教
育
課
生
涯
学
習
班
）

 　

・
ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）

 　

・
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

 　

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

 　

・
温
水
プ
ー
ル
美
遊

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）　

 　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

訪
問
歯
科
診
療
の
相
談
窓
口

　

病
気
や
障
が
い
の
た
め
歯
科
医
院
に
通
院
で
き
な

い
人
へ
の
訪
問
歯
科
診
療
の
申
し
込
み
や
相
談
の
窓

口
で
す
。

● 

受
付
時
間　

平
日　

午
後
９
時
〜
午
後
４
時

● 

場　

所　

塩
釜
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
先　

塩
釜
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
　

☎
３
６
１
‐
１
８
７
０

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・
精
神
保
健
福

祉
手
帳
の
申
請
の
お
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来

ら
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

  　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

 　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

▲ウォーキングマップ（表面）▲ウォーキングマップ（裏面）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
25
年
５
月
２
日
〜
昭
和
25
年
６
月
１
日
生
ま

れ
）
へ
、
高
齢
受
給
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

５
月
21
日
（
木
）

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

補
助
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

町
外
か
ら
定
住
を
目
的
と
し
て
町
内
に
住
宅
を
取

得
す
る
場
合
や
震
災
以
前
よ
り
町
内
に
在
住
し
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
を
再
建
す
る
場
合
、
ま
た
は

町
が
指
定
す
る
地
域
内
で
宅
地
か
さ
上
げ
な
ど
の
防

災
対
策
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、
左
記
補
助
金
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

補
助
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
※
既
に
補
助
金
を
申
請

し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
）

・
松
島
町
定
住
促
進
事
業
補
助
金

・
松
島
町
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
補
助
金

・
松
島
町
宅
地
か
さ
上
げ
等
事
業
費
補
助
金

● 

問
合
先　

 　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

 　

h
ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.m
iya
g
i

　

 -m
a
tsu
sh
im
a
.lg
.jp
/in
d
e
x.

 　

c
fm
/1
2
,0
,1
0
1
,2
0
2
,h
tm
l

i
空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
町
内
の
空
き

家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
の
情
報
を
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
な
ど
を
お

持
ち
の
方
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
提
供
を

希
望
す
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

　

 

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

　

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

 　

in
fo
@
to
w
n
.m
a
tsu
sh
im
a
.

　

 m
iya
g
i.jp

i

▲メール用 ▲HP用
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
２
本
の
ポ
ー

ル
を
使
い
な
が
ら
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
全
身
の

筋
力
強
化
、
首
や
肩
の
動
き
と
血
行
を
良
く
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
し
く
完
成
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
海
岸
編
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

通
し
て
、
松
島
の
風
光
明
媚
な
景
色
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
♪

● 

日　

時　

５
月
25
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午

● 

集
合
場
所　

三
十
刈
駐
車
場

● 

行
き
先　

松
島
海
岸
方
面

● 

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
歩
き
方
の
基
本
、
ノ
ル

 　

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

 

※
ポ
ー
ル
の
貸
出
可
（
３
３
０
円
）

 　

※
雨
天
時
は
屋
内
で
実
施
。

● 

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ

　

 

ト
ネ
ス
協
会
（
Ｊ
Ｎ
Ｆ
Ａ
）
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

● 

持
ち
物　

水
分
補
給
の
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）、

 　

動
き
や
す
い
服
装

● 

そ
の
他　

概
ね
３
km
以
上
自
分
で
歩
け
る
方
が
対

　

 

象
で
す
。
腰
痛
や
心
臓
病
等
で
治
療
の
方
は
主
治

　

 

医
と
相
談
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
間　

５
月
18
日
（
月
）

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

 　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

30
分
で

Ｅ-

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
ク
ラ
ブ
の
募
集

　

今
年
度
の
総
合
健
診
は
８
月
28
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
！
「
ま
だ
３
か
月
も
先
の
こ
と
」
で
す
が
、
血
糖

の
指
標
で
あ
る
H
b
A
1
c
は
、
こ
こ
１
〜
２
か
月

間
の
血
糖
の
状
態
を
示
し
て
い
る
た
め
、
直
前
の
食

事
や
運
動
に
気
を
付
け
て
も
改
善
し
な
い
も
の
で
す
。

　

特
定
健
診
に
向
け
て
、
今
か
ら
心
と
体
の
準
備
を

始
め
ま
せ
ん
か
？ 

● 

期　

間

　

 

６
月
〜
８
月　

毎
週
金
曜
日
（
予
約
制
）

 　
　

午
前
10
時
15
分
〜

 　
　

午
前
11
時
15
分
〜

● 

場　

所

　

 

温
水
プ
ー
ル
美
遊
（
初
回
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 　

ど
ん
ぐ
り
で
行
い
ま
す
。
）

● 

対　

象

 　

・
40
歳
〜
74
歳
の
方

 　

・
血
糖
・
血
圧
・
中
性
脂
肪
等
の
検
査
値
の
改
善

 　
　

を
目
指
す
方

● 

内　

容

 　

・
初
回
は
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

 　
　

ク
や
お
話

 　

・
２
回
目
か
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
の
も
と

 　
　

有
酸
素
運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 　

＊
毎
回
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
保
健
師
ま
た
は
栄

 　
　

養
士
が
つ
き
ま
す
。

● 

参
加
費

 　

シ
ル
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

  

（
65
歳
以
上
２
０
０
円
、
65
歳
以
下
３
０
０
円
）

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

  

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　

 

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

い
い　
　

  　

  

ス
タ
イ
ル

▲前回のE-Styleクラブの様子（美遊）

　運動のことはインストラクター、健康や食

事のことは保健師・栄養士が相談にのります

ので、安心してご参加いただけます(^^♪

　３か月間しっかりとサポートしますので、

一緒にE-Style（いいスタイル）を目指しま

せんか？いいスタイルが健診結果につながり

ます。

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

● 

試
験
日　

10
月
11
日
（
日
）

● 

試
験
会
場　

仙
台
市
内

● 

申
込
受
付
期
間
・
試
験
案
内
配
布
期
間

 　

６
月
１
日
（
月
）
〜
６
月
26
日
（
金
）

　

 

※
試
験
案
内
は
各
市
区
町
村
、
県
保
健
福
祉
事
務

 　

所
・
支
所
、
県
庁
１
階
総
合
案
内
で
配
布
し
ま
す
。

● 

問
合
先

　

 

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
課　

 　

☎
２
１
６
‐
５
３
８
２

 　

宮
城
県
長
寿
社
会
政
策
課

 　

☎
２
１
１
‐
２
５
５
４

甲
種
防
火
管
理
「
新
規
」
講
習

　

ホ
テ
ル
、
旅
館
、
学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
務
所

等
で
多
数
の
人
々
が
出
入
り
す
る
場
所
で
、
テ
ナ
ン

ト
ご
と
の
管
理
す
る
収
容
人
員
が
多
い
場
合
に
は
消

防
法
に
定
め
ら
れ
た
資
格
を
有
す
る
防
火
管
理
者
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
及
び
受
講
料
等
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

日　

時　

７
月
７
日
（
火
）
〜
７
月
８
日
（
水
）

　

 

・
７
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
20
分
か
ら
受
付

　

  

（
終
了
午
後
４
時
50
分
）

　

 

・
７
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時
20
分
か
ら
受
付

　

  

（
終
了
午
後
３
時
55
分
）

● 

場　

所　

塩
釜
商
工
会
議
所　

会
議
室

　

（
宮
城
県
塩
竃
市
港
町
１
丁
目
６
‐
20
）

● 

受
付
期
間　

５
月
25
日
（
月
）
〜
６
月
１
日
（
月
）

● 

受
講
定
員　

45
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

● 

受
講
料　

８
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　

 

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

 　

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

　

 

予
防
課
指
導
係　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

▲前回の様子
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町
内
の
小
学
生
94
人
が

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
！

　

令
和
元
年
度
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
認
知
症
の
人
を

含
む
高
齢
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
思
い
や
り
の
心
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
内
の
小
学
校
３
校
で
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、
合
わ
せ
て

94
人
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
高
齢
社
会
の
現
状
、
高
齢
者
の
身
体

の
変
化
、
認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
の
人
と
の
接
し

方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
受
講
し
た
児
童
の
皆
さ
ん

は
、
と
て
も
熱
心
に
話
を
聞
き
、
「
認
知
症
と
い
う

病
気
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
。
」
「
普
段
の
生
活
の
中
で
困
っ

て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
助
け
た
い
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で

あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
、
認
知
症
状
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
い
目
で
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

松
島
町
内
に
は
、
令
和
２
年
３
月
末
現
在
、
延
べ

１
，４
０
０
人
を
超
え
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い

ま
す
。

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

   

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　

  

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

危
険
物
安
全
週
間

　

危
険
物
安
全
週
間
が
６
月
７
日
か
ら
６
月
13
日
ま

で
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
な
ど
の
危
険
物
は
、
私

た
ち
が
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
な
ど
、
そ
の
危
険
性
の
認
識
を
誤
る
と
、
火
災

等
の
重
大
な
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。

　

危
険
物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
安
全
な

取
扱
い
や
保
管
方
法
を
心
掛
け
、
危
険
物
に
よ
る
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
訓
練
で　

確
か
な
信
頼　

積
み
重
ね
」

　

危
険
物
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部

又
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

● 

問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

 　

・
消
防
本
部
予
防
課　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
６

 　

 

（
予
防
課
保
安
係
：
直
通
）

 　

・
松
島
消
防
署　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

i
松
島
消
防
署
か
ら
の
お
願
い

　

３
月
か
ら
５
月
末
ま
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
等
調
査
の
た
め
、
電
話
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
は
じ

め
と
す
る
防
災
機
器
等
を
直
接
販
売
し
た
り
、
特
定

の
業
者
に
販
売
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

 　

予
防
課
指
導
係　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

　

 

松
島
消
防
署　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

i

松
島
病
院　

産
婦
人
科

診
察
等
に
つ
い
て

　

松
島
病
院
産
婦
人
科
で
は
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

の
安
全
を
守
り
、
自
然
な
経
過
を
大
切
に
す
る
お
産

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
出
産
後
は
マ
マ
と
赤

ち
ゃ
ん
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
授
乳
・
育
児
指
導
を

行
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

里
帰
り
出
産
の
受
け
付
け
も
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

● 

診
察
日　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　
　
　
　
　

（
土
曜
日
は
午
前
中
の
み
）

● 

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

 

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

● 

問
合
先　

松
島
病
院　

産
婦
人
科
外
来

　
　
　
　
　

 

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

※
令
和
元
年
度
の
学
年
に
な
り
ま
す
。 ▲松島第五小学校５年生の皆さん ▲松島第一小学校６年生の皆さん▲松島第二小学校６年生の皆さん

町
内
の

空
気
中
放
射
線
量
測
定
結
果

■ 
松
島
町
役
場　

４
月
13
日
（
月
）
測
定

 　

・
０
．５
ｍ
：
０
．０
５
０
μ
S
v

 　

・
１
．０
ｍ
：
０
．０
４
２
μ
S
v

 　

※
単
位
（
μ
S
v
）
：
放
射
線
が
人
体
に
与
え
る

 　

影
響
を
表
す
単
位

 　

※
基
準
値
：
０
．２
３
μ
S
v　

※
環
境
省
基
準

 　

※
測
定
機
器
：
簡
易
型
放
射
線
測
定
機
器

　
　
　
　
　
　
　

 

Ｐ
Ａ
‐
１
０
０
０

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
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グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
会
員
募
集

　

毎
週
２
回
、
健
康
促
進
も
兼
ね
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
随
時
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
練
習
日
に

会
場
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
問
合
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

● 

日　

時　

毎
週
２
回
（
水
・
金
曜
日
）

● 

場　

所　

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
10
時
30
分

　

 　
　
　
　

運
動
公
園
ま
た
は
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

● 

会　

費　

月
額
５
０
０
円

● 

問
合
先　

松
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　

 　
　
　
　

川
邊
（
カ
ワ
ベ
）

　

 　
　
　
　

☎
０
８
０
‐
５
４
９
７
‐
８
８
０
３

募
第
28
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展
作
品
募
集

● 

募
集
対
象　

 　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、
写
真
、
工
芸
の
５
部
門

● 

テ
ー
マ　

自
由

● 

応
募
資
格　

　

 

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

● 

出
展
申
込
料　

 　

１
作
品
５
０
０
円
（
出
展
は
各
部
門
１
人
１
点
）

● 

申
込
期
間　

５
月
１
日
（
金
）
〜
７
月
31
日
（
金
）

● 

展
示
会
場　

宮
城
県
美
術
館　

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

● 

展
示
期
間　

９
月
３
日
（
木
）
〜
６
日
（
日
）

　

 

※
入
場
無
料

● 

審　

査　

各
部
門
専
任
審
査
員
が
審
査
し
ま
す
。

　

（
表
彰
式
あ
り
）

 　

※
優
秀
作
品
は
令
和
３
年
開
催
予
定
の
「
ね
ん

　

 

り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２
０
２
１
」
美
術
展
部

 　

門
へ
出
展
し
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先　

　

 

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
い
き
が
い
健
康
課

　

 

☎
２
２
３
‐
１
１
７
１

i

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
令
和
元
年

台
風
第
19
号
に
よ
る
二
重
被
災
世
帯
へ
の

「
児
童
学
習
支
援
」
を
実
施

　
（
公
財
）
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
財
団
は
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
か
つ
、
昨
年
10
月
に
発
生

し
た
「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
」
で
二
重
被
災
し
た

世
帯
の
中
学
生
以
下
の
児
童
を
対
象
と
し
た
児
童
学

習
支
援
を
４
月
６
日
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
支
援
で
は
二
重
被
災
と
い
う
困
難
な
状
況
の
中

で
も
継
続
的
な
子
育
て
や
学
習
環
境
を
整
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
児
童
一
人
当
た
り
５
万
円
を
支

援
し
ま
す
。
申
込
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
罹
災
証

明
書
の
他
、
台
風
の
罹
災
証
明
書
等
、
所
定
の
書
類

の
提
出
が
必
要
で
す
。
応
募
締
切
は
５
月
29
日
（
当

日
消
印
有
効
）
。
詳
細
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://m

in
n
a
d
e
-g
a
n
b
a
ro
.jp
/

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

i

公益社団法人
松島町シルバー人材センター
〒981-0215  松島町高城字浜１番地の３
☎ ３５３-４５０５ ・ FAX ３５３-４５０６
E-mail:matsushima@sjc.ne.jp
URL：http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

( 愛称　生
き活きセンター )

チエブクロー

▲メール用 

▲HP用 

地
域
で
、
企
業
で
、
家
庭
で
、
生
涯
現
役
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
働
き
た
い
60
歳
以
上
の
方
々
に
、
本
人
の
能
力
や

希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。

　

就
業
を
す
る
こ
と
で
、
健
康
維
持
や
新
し
い
仲
間

と
の
出
会
い
に
繋
が
り
ま
す
。
更
に
は
就
業
で
得
た

収
入
で
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

　

あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
、

充
実
し
た
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

● 

主
な
仕
事

　

 　

除
草
作
業
（
手
取
り
除
草
・
機
械
除
草
）、
植

　

 

木
剪
定
作
業
、
農
作
業
、
土
木
作
業
、 

屋
外
清

　

 

掃
作
業
、
屋
外
軽
作
業
、
屋
内
清
掃
作
業
、
屋
内

　

 

軽
作
業
、
そ
の
他

　

 

※
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
就
業
が

　

 

で
き
、
就
業
に
伴
う
報
酬
が
得
ら
れ
ま
す
。

  

（
就
業
は
強
制
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

 

※
原
則
と
し
て
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

 

の
就
業
、
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
で
す
。

　

 

※
入
会
説
明
会
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気

　

 

軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。　

 

募

▲HP用

み
ん
な
で
楽
し
く

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
し
ま
せ
ん
か
？

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

日　

時　

毎
月
第
１
、
第
３
、
第
４
木
曜
日

ダ
イ
エ
ッ
ト
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
＆
き
れ
い
な
姿
勢
講
座　
　
　
　

　

午
前
10
時
15
分
〜
午
前
11
時
15
分

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

午
前
11
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分

● 

対　

象

ダ
イ
エ
ッ
ト
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
＆
き
れ
い
な
姿
勢
講
座　
　
　
　

　

３
歳
〜
80
歳
の
方

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

30
代
〜
40
代
の
方

　

※
１
人
で
も
親
子
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

場　

所　

ダ
イ
ソ
ー
松
島
店　

２
階
会
議
室

● 

会　

費　

１
家
族　

１
，０
０
０
円
／
１
回

　

 

※
無
料
体
験
実
施
中
（
初
回
）

　

な
お
、
着
物
着
付
教
室
も
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

行
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

講
師　

高
橋
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ

　

 

☎
０
９
０
‐
６
６
８
０
‐
２
７
５
７

労
働
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
度
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
、
６
月
１

日
か
ら
７
月
10
日
の
間
に
申
告
・
納
付
を
、
最
寄
り

の
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督
署
又
は
金
融
機
関
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
保
険
の
お
手
続
き
は
「
電
子
申
請
」

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

労
働
保
険
の
電
子
申
請
は
「
電
子
政
府
の
総
合
窓
口

（
e
‐
G
o
v
）
」
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
電
子
申
請
の
ご
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
又
は
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
で
す
。

● 

問
合
先

　

 

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
保
険
徴
収
課

 　

☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

簡
単
な
柔
軟
体
操
で
す
。
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
少

し
ず
つ
体
を
動
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

● 

日　

時  

水
曜
午
前
11
時
〜

● 

場　

所  

ダ
イ
ソ
ー
松
島
店
２
F　

生
協
集
会
室

● 

会　

費  

１
回
１
，０
０
０
円

               

（
初
回
体
験
無
料
）

● 

問
合
先  

桃
井 

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
５
０
６
６
‐
０
４
６
９
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

こころの相談
(予約制)

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153
ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

5月13日(水)、27日(水)
午前9時～午前11時30分

5月19日(火)
午後1時30分～午後4時30分

5月12日(火)・13日(水)
午後1時～午後4時

5月7日(木)
午後1時30分～午後5時

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル　　　　　☎784-3567

もみの木教室　　　　　　　　☎354-2041
教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
保健師・栄養士　  　　　　　☎355-0703

地域包括支援センター　　　　☎354-6525

児童館　　　　　　　　　　　☎354-6888
町民福祉課こども支援班　　　☎354-5798

3相談合同開催
（人権なんでも相談、

行政相談、消費生活相談）

不登校電話相談

生活保護相談
（予約制）

就学指導相談 役場２階

宮城県総合教育
センタ－

もみの木教室
（まつしま心のケアハウス・
手樽地域交流センター内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する電話相談

保健福祉センタ－どんぐり

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時 宮城県がん総合支援センター

仙台弁護士会
無料電話相談

仙台弁護士会法律相談センター
　　　　　　　　　　　　　　☎223-2383

予約受付：平日
午前9時～午後5時

※前日までに予約が必要です。

塩釜保健所

塩釜保健所

塩竈市保健センター

多賀城市役所

児童館
役場1階

5月12日(火)
午前10時～午後3時

平　日
午前9時～午後4時

平　日
午前9時～正午

（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～午後5時

平　日
午前9時～午後5時

松島町社会福祉協議会
相談支援事業所　　　　☎090-1497-0552

障害者（児）一般相談
（委託事業） 松島町社会福祉協議会

平　日
午前9時～午後5時

訪問歯科診療の
相談窓口

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

６月１日（月）が納期限のものは次のとおりです。
■固定資産税　　　１期
■軽自動車税　　　全期
■国民健康保険税　２期(暫定)
● 問合先
　 町税について
　 財務課税務班　　　　　　　 ☎354-5703
※固定資産税・軽自動車税の納税通知書を５
月中旬までに発送します

納期限にご注意 歯科休日診療
☎357-5603
☎362-4344
☎353-2717
☎368-2201
☎356-5420
☎767-5679
☎361-5810
☎366-8461
☎365-0099

宮城郡七ヶ浜町菖蒲田浜字林合55-1
多賀城市鶴ヶ谷2-29-17
宮城郡松島町松島字普賢堂2-11
多賀城市浮島1-12-10
宮城郡利府町加瀬字十三塚107-1
利府町加瀬字石切場1-1ヨークタウン利府野中内
塩釜市海岸通10-1　三晴ビル2F
多賀城市明月1-4-12
多賀城市東田中2-40-32-102

汐見台歯科医院
梅津歯科クリニック
松島医療生協松島海岸診療所
浮島歯科クリニック
鈴木歯科医院
わかば歯科クリニック
みや歯科クリニック
じん歯科医院
せいの歯科医院

(水・繁忙)
(日・繁忙)
(月・繁忙)
(火・繁忙)
(水・繁忙)

(日)
(日)
(日)
(日)

4月29日
5月  3日
5月  4日
5月  5日
5月  6日
5月10日
5月17日
5月24日
5月31日

役場会議室

役場産業観光課窓口

電話にて相談に応じます。

グループホーム桜の家　　　　☎355-0396
健康長寿課高齢者支援班(保健福祉センターどんぐり)
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0677

認知症地域支援推進員による
認知症相談　(予約制)

5月1日(金)、6月1日(月)
午前10時～正午

SaKuRaカフェ（高城字町53）

無料相談

塩釜歯科医師会
口腔保健センター　　　　　　☎361-1870

5月7日（木）、21日（木）
午前10時～午後4時

5月21日(木)
午後1時30分～午後5時

保健福祉センターどんぐり

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。
※５月８日（金）開催が予定されていた無料法律相談は中止となりました。

窓　　口　　名 問　合　先 受 付 時 間 備　　　　　　考

午前9時～午後6時
（平日）

24時間
（土日・祝日も実施）

午前9時～午後5時
（月～金曜日）

午前9時～午後9時
（土日・祝日も実施）

宮城県緊急事態宣言
相談ダイヤル

宮城県相談窓口
（コールセンター）

みやぎ外国人相談センター

厚生労働省相談窓口

☎211-3332

☎211-3883
☎211-2882

☎275-9990

☎0120-565653

新型コロナウイルス感染症関連の相談窓口

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はメールかFAXをご利用ください。
メール：sodan-corona@pref.miyagi.lg.jp
FAX：211-3192

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はFAXをご利用ください。
FAX：03-3595-2756

消費生活コーナー
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本の宝箱
勤労青少年ホーム

（図書室）
☎３５４-４０３６

≪話題の本≫

「雲を紡ぐ」

伊吹 有喜　著

《今月のおすすめ本》

《一般書の新着本》

　いじめが原因で学校に行けなくなった高校生・美緒の唯
一の心のよりどころは、祖父母がくれた赤いホームスパン
のショールだった。ところが、このショールをめぐって、
母と口論になり、少女は岩手県盛岡市の祖父の元へ家出を
してしまう。一方、美緒が不在となった東京では、父と母
の間にも離婚話が持ち上がり……。
　壊れかけた家族は、もう一度、一つになれるか?　羊毛
を手仕事で染め、紡ぎ、織りあげられた「時を越える布」
ホームスパンをめぐる親子三代の「心の糸」の物語。

「ムゲンのi(上)(下)」
 　　　　　     　　知念　実希人　著
「流浪の月」 　　　　
 　　　　　     　　　凪良　ゆう　著
「父母&保育園の先生おすすめの赤ちゃん絵本２００冊」
 　　　　　     　　　絵本　ナビ　著　　
「医者が考案したがん・病気をよせつけない最強の一汁一菜」
 　　　　　     　　   小林　弘幸　著

《児童書の新着本》
「みちのく妖怪ツアー」　　 　　　  佐々木　ひとみ　作
「あそぼう!むしのもり」 　　　 　　　タダ　サトシ　作
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

《図書室からのお知らせ》
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
● 今月の休館日　７日・１１日・１８日・２５日
　 ※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合が
　 あります。

「新型コロナウイルスに
　便乗した悪質商法にご注意ください！！」
　新型コロナウイルスの感染拡大に便乗した悪質な事
例について国民生活センターが注意を呼びかけていま
す。

（１）行政機関の職員を名乗った不審な電話がかかっ
　　 てきた。
（２）「感染を防ぐため、行政からの委託で消毒に行
　　 く」という電話がかかってきた。
（３）マスクを無料送付するというメッセージがスマ
　　 ートフォンに届いた。
（４）新型コロナウイルス流行拡大の影響で「金」の
　　 相場が上がるとして「金」を買う権利を申し込
　　 むように言われた。

事　例

詳しく知りたい、不安に思われる方は相談員に相談し
てください。
● 松島町消費生活相談窓口　　
 　相談日時　
　 　毎週火曜日・金曜日午前９時～午後４時３０分
 　相談窓口
　 　産業観光課産業振興班　消費生活相談窓口　
　 　専用電話　☎３５４-５７０７
● 宮城県消費生活センター
　　相談日時　平日　午前９時～午後５時
　　　　　　　土日　午前９時～午後４時
　　専用電話　☎２６１-５１６１
● 消費者ホットライン　
 　☎１８８（「いやや」と覚えてください）
● 法テラス　　　
　 ☎０５７０-０７８-３７４
● 警察相談専用電話　　
 　☎「＃９１１０」

アドバイス
・行政機関の職員を名乗る不審な電話や、心当たり
　のない送信元から怪しいメールやSMSが届いて
　も対応しないでください。
・「パンフレットを持参したい」など言って自宅を
　訪問しようする電話はキッパリ断りましょう。



教　　室　　名 日 　 程 時　　間 内　　　　　　　　容

✿読み聞かせの会

✿リズムあそびの会

✿なかよし教室

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

読み聞かせボランティア「おはなしころころ」による絵本や紙芝居、パ
ネルシアターなど児童文化を楽しみます。

ピアノの先生と一緒にリトミックを楽しみます。日々の育児のヒントに
もなりますよ♪

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～３歳児の
教室です。

５月１１日(月)

５月１３日(水)

５月２７日(水)

■親子教室等の日程(下記の教室は登録した親子が対象です)

松島の子育て 検索
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開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：夏季  ４月～１０月(午後５時まで)
　　　　冬季１１月～ ３月(午後４時３０分まで)
　　　　※冬休み期間中  (午後４時まで)
中学生：午後６時まで
高校生：午後７時まで

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始

松島町児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町子ども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

イ　ベ　ン　ト 対　　　　象 日 　 程 時　　間 内　　　容

✿希望園に行ってみよう会

✿どんぐり保健室
予約不要

✿赤ちゃんほっとサロン
予約不要

✿親子ヨガ教室
要申込み

✿３Ｂ体操
要申込み

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時００分

５月１５日(金)

５月１９日(火)

５月２６日(火)

６月１１日(木)

６月１７日(火)

●松島町児童館　　☎３５４-６８８８　FAX３５５-１０２２
■各イベント開催のご案内　※新型コロナウイルス等感染症予防及び感染拡大防止の観点からイベントが中止や変更になる可能性があります。予めご了承ください。

希望者は予約が
必要です

未就学児親子

乳児(０歳児)親子

０～１歳児親子
定員1５組

２～３歳児親子
定員１５組

✿マークは乳幼児親子向け、★マークは小中学生向けのイベントです。※イベントの受付は５月１８日（月）から開始します。

「希望園」は、親子が一緒に療育を受けなが
ら、お子さまにとって必要な生活習慣の確
立と成長に関する支援を行っている場所で
す。

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長
や予防接種、ことば、離乳食についてお話
ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑
うこともあるかと思います。助産師・保健
師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこと
などお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲
みながらほっと一息つける時間を過ごしま
しょう。

親子で体を動かしてリフレッシュしましょ
う！講師は、ヨガインストラクター尾形華
香先生です。

親子で体を動かしてリフレッシュしましょ
う！講師は、３B体操協会の佐藤多嘉子先
生です。
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■BCG（定期予防接種）のご案内

内　　　容 日 　 程 時　　間

BCG接種 午後１１時１５分～
            午後１１時４５分

５月１８日（月）

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

対　　象場　　　所

令和元年１０月４日
　　　  ～1２月1８月生

保健福祉センターどんぐり

令和２年度松島町「小学校入学祝金」について
　町では、「小学校入学準備支援事業」として、第３子以降のお子さまが小学校に入学する際に「小学校入学祝金」を支給しています。
● 対 象 者　扶養する３番目以降の子の保護者（ただし上の子が独立している場合は数えません）
● 基 準 日　令和２年５月１日
● 支給金額　３万円
● 提出書類　・松島町小学校入学祝金支給申請書（小学校を通じて配布済みです）
　　　　　　 ・通帳又はキャッシュカードの写し　　・戸籍謄本（必要な場合）
　　　　　　 ※上記以外にも確認のため書類の提出をお願いする場合があります。
● 申請期間　５月７日（木）～５月１５日（金）
● 申請場所　役場１階　町民福祉課こども支援班
　 　　　　　※提出して頂いた書類を基に支給の基準を満たしているか判定し、後日決定通知書又は却下通知書を送付致します。
　 　　　　　※詳細につきましては下記まで連絡をお願い致します。
● 問 合 先　町民福祉課こども支援班　☎３５４-５７９８

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。

母子健康手帳の交付

健康相談
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

午前１０時
                 ～正午

５月１１日（月）
１８日（月）

５月１１日（月）
（予約制）     

■その他のご案内

※乳幼児健診については、対象者に個別にご連絡します。

　新型コロナウイルスの感染予防
の為、３月２日(月)から児童館の自
由来館は休館となり、留守家庭児童
学級は臨時で開級しておりました。
　このような状況の中、地域の皆様
から温かいご支援を頂きました。マ
キシマファーム株式会社さんから“
トマトといちご”、ローソンさんから
は“おにぎり”、学びStudioアビリテ
ィ熊谷さんによる学習支援、みやぎ
生協(株)こ～ぷ家庭教育センターさ
んから“ポピー３月号算数ワーク”、
松島病院さん、保護者の櫻井さんか
らは“マスク”を頂きました。
　本当にありがとうございます。子
供たちが思いっきり体を動かし、お
友達と一緒に楽しく遊べる日が１日
でも早く訪れますように。
　　　　　　 松島町児童館　館長

みなさまご支援
ありがとうございました
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